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松島　蓮
れん

 さん

●界小学校６年

　僕は、仲間と一緒に喜んだり助け合ったりできるサッカーが大好きです。

　将来の夢は、みんなから頼られるプロサッカー選手になることです。日本代

表の長谷部キャプテンが、チームメイトを上手にまとめる姿を見て、自分もそ

んなプロサッカー選手になりたいと強く思うようになりました。

　学校ではサッカー部の部長（キャプテン）として、頑張っているところです。

これからも技術を磨き、友だちを上手にリードできるように頑張り、夢に近づ

いていきたいと思います。

今回の表紙  「さのまる、はっしん」　１月１８日　佐野新都市バスターミナル

　市では、佐野ブランドキャラクター「さのまる」および佐野市のＰＲを目的として、

ジェイアールバス関東株式会社が運行する「マロニエ新宿号／東京号」のバス１両の

車体に「さのまる」のラッピング広告を掲出しました。

　１月１８日に出発式を行い、運行が開始されています。（本紙２２ページにも掲載）

市
長
か
ら
の

　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ

市
長
か
ら
の

　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

暦
の
上
で
は
間
も
な
く
立
春
を
迎
え
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま

す
。
ま
た
空
気
も
乾
燥
し
て
お
り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
流
行
し
て
い
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
に
は
、
体
調
管
理
に
充
分
注
意
し
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。　
　
　

　

さ
て
、
先
月
７
日
に
は
、
市
主
催
の
新
年
祝
賀
会
・
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
市

内
各
界
代
表
の
方
な
ど
約
１
千
人
の
皆
さ
ん
と
新
し
い
年
の
門
出
を
祝
い
ま
し

た
。
11
日
に
は
成
人
式
が
市
内
３
カ
所
で
開
催
さ
れ
、
本
市
で
は
約
１
千
２
百
人

の
方
が
成
人
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
式
典
で
私
か
ら
、新
成
人
の
皆
さ
ん
へ
「
夢
」

と
い
う
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
思
い
描
い
た
夢
、
こ
れ
か
ら
未

来
へ
と
持
ち
続
け
る
夢
、
新
成
人
の
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
と
い
う
大
き
な
目

標
に
向
か
い
、
若
さ
と
い
う
素
晴
ら
し
い
力
を
最
大
限
に
活
か
し
、
大
い
に
活
躍

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

18
日
に
は
、「
さ
の
ま
る
」
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
施
し
た
バ
ス
の
出
発
式
を
佐
野

新
都
市
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
行
い
、
第
一
便
の
出
発
を
盛
大
に
お
祝
い
し
ま
し

た
。
今
後
も
さ
の
ま
る
を
先
頭
に
、
さ
ら
な
る
本
市
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

さ
の
ま
る
は
今
月
25
日
が
お
誕
生
日
で
す
。
21
日
土
曜
日
に
は
、
佐
野
市
民
体

育
館
で「
お
誕
生
日
会
」を
開
催
い
た
し
ま
す
。
各
地
か
ら
た
く
さ
ん
の
ゆ
る
キ
ャ

ラ
が
参
加
す
る
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
お
い
で
く

だ
さ
い
。

　

本
市
の
行
政
運
営
の
要
で
あ
り
防
災
拠
点
で
も
あ
る
新
庁
舎
の
建
設
工
事
に

つ
い
て
は
、
躯
体
の
鉄
骨
も
組
み
あ
が
り
、
今
後
は
外
壁
、
内
装
工
事
へ
と
進
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
消
防
庁
舎
の
建
て
替
え
工
事
に

も
着
手
い
た
し
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
安
心
の
た
め
早
期
完
成
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

岡
部 

正
英

プロサッカー選手になりたい
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予
想
外
に
長
持
ち
す
る
こ
と
を

ム
ソ
イ
と
い
う 　

　

物
が
減
っ
た
り
、
火
が
消
え
た
り
、
固
形
物
が
溶
け
た
り
す

る
ま
で
の
時
間
が
、
思
っ
て
い
た
よ
り
も
長
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
時
間
が
長
び
く
こ
と
を
ム
ソ
イ
と
い
い
、

訛な
ま

っ
て
ム
セ
ー
と
も
い
い
ま
す
。

　
「
シ
ロ
ケ
シ（
上
質
の
堅
炭
）は
、
火
力
も
あ
る
し
ム
セ
ー
し
、

ケ
ム（
煙
）も
出
ネ
ー
か
ら
マ
ッ
サ
カ（
と
っ
て
も
）エ
ー
よ
」

　

飴
玉
に
よ
っ
て
は
、
と
け
る
の
に
時
間
が
か
か
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。

　
「
ナ
ゲ
ー
こ
と
舐な

め
て
ン
だ
け
ど
、
こ
の
ア
メ
ッ
タ
マ（
飴
玉
）

は
ム
ソ
ク
っ
て
ね
ぇ
。
舐
め
終
わ
る
ま
で
ニ
ャ
ー
、
時
間
が
エ

ラ
ク（
ず
い
ぶ
ん
）か
か
る
よ
」

　

物
価
が
安
く
な
る
と
、
余
分
な
も
の
を
買
わ
な
い
限
り
、
支

出
が
少
な
く
カ
ネ
が
長
持
ち
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
態
に
な

る
こ
と
を
ム
ソ
イ（
ム
セ
ー
）と
い
い
ま
す
。

　
「
物
価
が
安
い
と
き
は
、
カ
ネ
の
出
が
ム
ソ
か
っ
た
け
ど
、

今
ジ
ャ
ー
、
だ
い
ぶ
値
上
が
り
し
て
、
ト
ッ
タ
カ
ミ
タ
カ（
手

に
入
れ
る
と
す
ぐ
に
出
て
い
く
こ
と
）っ
て
感
じ
だ
ね
」

　

木
炭
の
火
や
ロ
ー
ソ
ク
の
火
や
履は

き
物（
草
履
や
靴
）な
ど
が

予
想
以
上
に
持
続
す
る
よ
う
な
と
き
に
も
、
ム
ソ
イ（
ム
セ
ー
）

と
い
い
ま
す
。

　

ム
ソ
イ（
ム
セ
ー
）は
、
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
、
め
ん
ど
う

だ
と
い
う
意
の
古
い
こ
と
ば「
む
さ
い
」が
意
味
変
化
し
た
も
の

で
す
。
ム
ソ
イ（
ム
セ
ー
）は
高
齢
者
に
限
ら
ず
、
中
年
者
で
も

使
っ
て
い
ま
す
が
、
年
齢
が
若
く
な
る
に
つ
れ
て
、
使
用
率
が

だ
ん
だ
ん
少
な
く
な
っ
て
い
く
傾
向
に
あ
り
ま
す
。　
　
　
　

（
市
民
記
者　

森
下
喜
一
）

正
造
と
の
ゆ
か
り

　

矢
島
さ
ん
は
、
週
１
〜
２
回
の
田
中
正

造
旧
宅
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
Ａ
の
協
力
を
得
て
正
造

を
テ
ー
マ
に
出
前
講
座
を
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
に
迎
え
た
正
造
の
没
後
100
年

の
少
し
前
か
ら
講
演
依
頼
が
た
く
さ
ん
入

る
よ
う
に
な
り
、
昨
年
は
８
回
の
講
演
を

こ
な
し
ま
し
た
。
宇
都
宮
市
や
栃
木
市
な

ど
の
近
隣
の
市
町
や
県
外
に
も
出
か
け
て

い
き
、
会
場
は
い
つ
も
満
席
で
質
問
も
相

次
ぎ
ま
す
。
受
講
後
の
皆
さ
ん
が
佐
野
や

谷
中
村
跡(

渡
良
瀬
遊
水
地
な
ど)

の
ゆ
か

り
の
地
を
訪
ね
て
く
る
こ
と
も
増
え
、
矢

島
さ
ん
が
一
緒
に
バ
ス
に
乗
っ
て
現
地
の

案
内
も
し
て
い
ま
す
。
佐
野
市
に
留
ま
ら

な
い
正
造
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
感
じ
ま

す
。

　
「
自
分
が
子
ど
も
の
頃
は
、正
造
の
こ
と

な
ど
誰
も
話
題
に
し
な
か
っ
た
。
正
造
が

大
き
く
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期

が
こ
れ
ま
で
に
何
度
か
あ
り
ま
し
た
」
と

矢
島
さ
ん
は
話
し
ま
す
。
戦
後
の
経
済
成

長
に
と
も
な
い
各
地
で
公
害
問
題
が
起
こ

り
、
環
境
汚
染
が
問
わ
れ
始
め
、
正
造
の

評
価
が
変
わ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

最
近
で
は
東
日
本
大
震
災
の
時
に
、
音

楽
家
・
坂
本
龍
一
さ
ん
が
当
時
の
菅
首
相

に
正
造
の
言
葉
を
引
用
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
り
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
震
災
以
降
、

○プロフィール

田中正造旧宅、葛生化石館ボランティア

佐野市楽習講師

日本考古学協会会員

矢島 俊雄さん
（犬伏下町）

小
中
町
の
旧
宅
を
訪
れ
る
人
も
増
加
し
て

い
ま
す
。
谷
中
村
に
貯
水
池
が
作
ら
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
村
を
離
れ
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
た
人
た
ち
と
大
震
災
の
避
難
者
の
姿

が
重
ね
ら
れ
、
100
年
た
っ
て
も
同
じ
こ
と

を
繰
り
返
し
て
し
ま
っ
た
私
た
ち
に
、
正

造
も
失
望
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

矢
島
さ
ん
は
講
演
の
冒
頭
に
「
自
分
は

正
造
の
研
究
家
で
も
専
門
家
で
も
な
い
で

す
」
と
い
い
ま
す
。

　

昭
和
58
年
に
佐
野
市
郷
土
博
物
館
が
建

設
さ
れ
た
時
、
田
中
正
造
関
係
の
資
料
収

集
に
関
わ
り
学
芸
員
と
し
て
勤
務
し
た
矢

島
さ
ん
は
、
正
造
の
こ
と
を
調
べ
て
い
く

う
ち
に
、
自
分
の
母
の
祖
父
が
正
造
の
も

と
で
、
足
尾
銅
山
の
鉱
毒
反
対
運
動
に
加

わ
っ
て
い
た
こ
と
を
偶
然
知
っ
た
そ
う
で

す
。
そ
ん
な
事
実
も
あ
っ
て
、
今
日
自
分

が
正
造
の
話
を
し
て
い
る
こ
と
に
不
思
議

な
縁
を
感
じ
て
い
る
そ
う
で
す
。

（
市
民
記
者　

永
倉
文
子
）

マイクを手に谷中村跡を案内
する矢島さん（左）
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【受付時間】　飛駒支所、野上支所、氷室地区公民館は午前９時３０分～午後３時

それ以外の会場は、午前９時３０分～午後４時

　

市
・
県
民
税
の
申
告
受
付
は
、
２
月
16
日
（月）
か
ら
左
記
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

　

こ
の
申
告
は
、
市
・
県
民
税
や
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
課
税
資
料
や
所
得
証
明
な
ど
の
基
礎
資
料
に
も

な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

　

申
告
書
は
１
月
末
に
郵
送
し
ま
し
た
。
申
告
書
が
送
ら
れ
て
い
な
い
方
で
申
告
す
る
方
は
、
市
民
税
課（
東

仮
庁
舎
事
務
棟
２
階
）、
田
沼
、
葛
生
総
合
窓
口
課
に
申
告
書
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
書
類
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
」か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【申告受付の日程・会場・対象町名（住所）】
日付 受付会場 受付町名

２月１６日（月）飛駒センター（支所）飛駒

２月１７日（火）野上センター（支所）御神楽・長谷場・白岩・作原

２月１８日（水）

田沼中央公民館

小ホール（３階）

石塚・山越・戸室・岩崎

２月１９日（木） 小中・山形・梅園・閑馬・下彦間

２月２０日（金） 栃本・戸奈良

２月２３日（月）
小見・吉水・新吉水・

吉水駅前１丁目～３丁目・船越

２月２４日（火） 赤見・出流原・寺久保

２月２５日（水） 田沼

２月２６日（木）
城北地区公民館

若松・天神・奈良渕・田之入・並木

２月２７日（金） 堀米

３月２日（月）氷室地区公民館 柿平・水木・秋山

３月３日（火）吾妻地区公民館
大古屋・庚申塚・田島・君田・船津川・

免鳥・村上・上羽田・下羽田・高橋

３月４日（水）

葛生あくとプラザ

中・豊代・牧・仙波

３月５日（木）
葛生西１丁目～３丁目・宮下・築地・富士見

鉢木・長坂・嘉多山・あくと・山菅・会沢

３月６日（金） 葛生東１丁目～３丁目・多田

３月９日（月）

勤労者会館 

久保・相生・高砂・万町・伊賀・本町・

大蔵・朝日・大町・大橋・天明・大和・亀井・

金屋下・金屋仲・金井上・大祝・金吹

３月１０日（火） 馬門・高山・高萩・北茂呂・茂呂山・越名

３月１１日（水） 上台・七軒・植野・植上・寺中

３月１２日（木） 植下・若宮上・若宮下・伊保内・赤坂・飯田

３月１３日（金）
韮川・富士・大栗・富岡・浅沼・栄・西浦・

鐙塚・黒袴

３月１６日（月）
犬伏上・犬伏中・犬伏下・犬伏新・米山南・

関川・町谷・伊勢山

○申告に際してのお願い

① 混雑緩和のため、なるべく指定された日に申告してください。※都合がつかない際は他の日でも可

② 申告期間中は市民税課窓口での申告書作成のための相談は行いません。

③ 給与や年金収入のみの方の確定申告相談は、市開設の申告会場でも申告できます。ただし、平成２６年中に入

居された方で、住宅ローン控除を申告される方は、税務署での相談・提出となります。

④ 給与や年金以外の所得のある方、または申告書の控えに税務署の収受印が必要な方の確定申告相談は、市開

設の申告会場では行いません。佐野税務署での相談・提出となります。

⑤ 住宅ローン控除を受けようとする方で、年末調整での控除を行っていない方は、申告期限（３月１６日）までに

申告してください。

⑥ 上場株式等に係る配当所得や譲渡所得で、支払われる際に市・県民税が源泉徴収されている場合は、申告不

要です。ただし、所得控除等の適用を受けるため、他の所得と一緒に申告することもできます。申告をした場

合、配当所得や譲渡所得は合計所得に含まれるため、国民健康保険税などの算定や扶養の判定、各種給付（所

得基準）に影響が出ることがありますので、ご注意ください。

●確定申告の問合せ

佐野税務署☎（２２）４３６６

●市・県民税の問合せ

市民税課　☎（２０）３００８

申
告
期
限（
３
月
16
日
）ま
で
に
申
告
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う

※本紙１６ページにも「税務署からのお知らせ」を掲載しています。

　合わせてご確認ください
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○申告書の書き方

　申告書をご自身で書く場合は「申告書の書き方」をご確認ください。事業（営業、農業）所得、不動産所得があ

る方は収支内訳書も作成してください。なお事業の規模に関わらず、所得税の申告が必要ない方も、平成２６

年１月から記帳・帳簿の保存が義務付けられています。

○受付会場に持参するもの

① 市・県民税申告書（受付会場にもあります）、または、確定申告書（税務署から郵送されている方）

② 印かん（認め印）

③ 所得金額を証明する書類（給与所得や公的年金所得の方は源泉徴収票など）

④ 事業所得（農業所得を含む）などのある方は、収支内訳書（収入や経費を記載した帳簿や領収書など）

⑤ 平成２６年中に支払った国民年金保険料・国民健康保険税・介護保険料などの領収書、生命保険料・地震保
険料などの控除証明書

⑥ 障害者控除を受けようとする方は、身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳または障害者控除
対象者認定書など

⑦ 医療費控除を受けようとする方は、平成２６年中に支払った医療費の領収書（保険などで医療費の補てんを受
けた方は補てん金額のわかる書類も持参）　※医療費の合計金額をあらかじめ計算してきてください

⑧ 寄附金税額控除を受けようとする方は、寄附金受領証明書

⑨ 住宅ローン控除を受ける方は、税務署からの住宅借入金等特別控除額の計算書、金融機関の年末残高証明書

※給与所得者で年末調整を受けた控除以外の各種控除（雑損、医療費、社会保険料、扶養など）を受ける場合や、

　年金受給者が扶養親族等申告書で申告した控除以外の控除を受ける場合などは、申告が必要となります

○受付会場に来られない方　申告書は郵送でも提出できます。また、家族など代理人に依頼することもできます。

【郵送先】　確定申告書→佐野税務署　〒３２７－８６０１（住所不要）、

　　　　　市・県民税申告書→市役所市民税課　〒３２７－８５０１（住所不要）

平成２７年度分から適用されるおもな税制改正　※詳しくはお問い合わせください

①住宅借入金等特別税額控除の延長および拡充　個人住民税の住宅ローン控除は下記の表のとおりとなります。

改正前 改正後

居住年 ～平成２５年１２月３１日 平成２６年１月１日～３月３１日
平成２６年４月１日～

平成２９年１２月３１日

控除限度額
所得税の課税総所得金額などの

５％（最高９７，５００円）

所得税の課税総所得金額などの

５％（最高９７，５００円）

所得税の課税総所得金額などの

７％（最高１３６，５００円）

※個人住民税の住宅ローン控除は、所得税額から控除しきれない場合に限度額の範囲内で住民税から控除する

　ものです。平成２６年４月１日から平成２９年１２月３１日までの控除限度額は、住宅の取得対価の額また

　は費用の額に含まれる消費税等の税率が、８％または１０％である場合に限られ、それ以外の場合における

　控除限度額は現行と同様です。

②上場株式等の配当・譲渡所得等に係る軽減税率の廃止

　上場株式等の配当所得および譲渡所得等に係る軽減税率の特例措置が平成２５年１２月３１日で廃止され、

平成２６年１月１日以降は２０％（所得税１５％・市県民税５％）の税率となりました。

　なお、平成２５年から平成４９年までは所得税（平成２５年：７％、平成２６年以降：１５％）に復興特別所

得税（平成２５年：０．１４７％、平成２６年以降：０．３１５％）が加算されます。

ご存じですか？「ｅ－ｔａｘ」（確定申告の電子申告）

　住民基本台帳カード（住基カード）をお持ちの方は、所定の手続きをすることで、ご自宅に居ながら確定申告

が提出できる「e-tax」がご利用できます。また、住基カードをお持ちでない方も、国税庁ホームページから確定

申告書を作成することができます。詳しくは同ホームページ（http://www.nta.go.jp)をご覧ください。

平成２７年度から市・県民税は給与天引きへ

　給与所得者（サラリーマン・パートの方など）の市・県民税は、給与支払者（事業主）が給与から天引きして、

まとめて納入する決まりになっています。

　給与所得以外に収入があって、その分の市・県民税を給与からの天引きとは別に自分で納付したい場合は、

申告が必要です。申告書の住民税（市・県民税）の徴収方法の欄で、「自分で納付」にチェックを付けてください。

ただし、申告の内容によっては自分で納付できない場合があります。
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佐野市表彰式、佐野市スポーツ賞表彰式を開催しました
　１月７日、佐野市新年祝賀会の開催に合わせて、佐野市表彰式、佐野市スポーツ賞表彰式が文化会館

で行われ、次の方々に表彰状などが贈られました。

○徳行章受章（寄附受け入れ順）

（個人１００万円・団体３００万円

以上の金品を市に寄附された方）

吉澤石灰工業株式会社 様

関塚　明 様

川又　勝雄 様

戸賀﨑　篤 様

㈱藤坂 様

㈱祥和コーポレーション 様

福光　正行 様

■問合せ＝秘書課☎(２０)３００６

○佐野市スポーツ賞　齋川哲克 さん　（本市のスポーツの推進に著しく貢献のあった方）

　齋川さんは、レスリンググレコローマンスタイルの選手で、平成２６年、韓国仁川で行われたアジア大会

において銅メダルを獲得したほか、「長崎がんばらんば国体」において国体４年連続、通算７度目の優勝を果

たしました。佐野市スポーツ賞において、個人としての受賞は齋川さんが初めてとなります。

 ■問合せ＝スポーツ立市推進課☎(２６)００６５

「水と緑と万葉のまちづくり基金」にご寄附ありがとうございました
　平成２６年１０月から１２月までにご寄附いただいた方をご紹介します（寄附受け入れ順）。

お名前 寄附受け入れ先

大橋　義明 様（壬生町）　  
佐野ブランドキャラクターさのまるの活動に関する事業

金原　隆幸 様（栃本町）

㈱ブルーヒルズ 様（宇都宮市）　 子育てを支援する事業

関塚　明 様（朝霞市）　 その他まちづくりに関する事業

福田　由理子 様（船橋市） 佐野ブランドキャラクターさのまるの活動に関する事業

戸賀崎　篤 様（水戸市） その他まちづくりに関する事業

松涛流春芙二会 様（植野町）
佐野ブランドキャラクターさのまるの活動に関する事業

㈱ブティック社 様（千代田区）

㈱藤坂 様（中町）

その他まちづくりに関する事業㈱祥和コーポレーション 様（黒袴町）

福光　正行 様(豊島区）

匿名１３名

自然環境との共生を図る事業、子育てを支援する事業、
観光の振興を図る事業、歴史又は文化を活かした事業、
佐野ブランドキャラクターさのまるの活動に関する事業、
その他まちづくりに関する事業

　皆様からの寄附金を積立てた基金は、佐野市をさらに住みやすいまち、活気のあるまちづくりのため

の事業費の一部として活用させていただきます。　　　　　　■問合せ＝政策調整課☎（２０）３０００
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上
杉
謙
信
が
や
っ
て
き
た

　
　月

　
　日

　
　〜

　
　月

　
　日

2

21

（土）

6

14

（日）

第 62 回企画展

佐野市制 10 周年記念
唐沢山城跡国指定史跡化記念　月

　日
〜

　月

　日

2

21

3

22

同
時
開
催

魅
力
あ
ふ
れ
る

　
　唐
沢
山
城
跡
写
真
展

●オープニング講演会「唐澤山神社蔵大鎧の来歴と特徴」

　　　　　　　　　　津野仁さん（栃木県埋蔵文化財センター整理課副主幹）

　　日時　2月 21 日（土）午後 2時～ 3時 30 分

　　会場　郷土博物館講座室　定員 80人

●記念シンポジウム

　「上杉謙信がやってきた～なぜ謙信は唐沢山城にこだわったのか」

　　　基調講演　　　矢田俊文さん（新潟大学教授）

　　　パネリスト　　簗瀬大輔さん（群馬県立歴史博物館学芸係主幹）

　　　　　　　　　　黒田基樹さん（駿河台大学教授）

　　　　　　　　　　松本一夫さん（栃木県芳賀青年の家所長）

　　　コーディネーター　出居博（佐野市教育委員会文化財課長）

　　日時　3月 8日（日）午前 10時～午後 4時 30 分

　　会場　総合福祉センター　定員 120 人

●講　座「切り折り紙で龍綺兜をつくろう」

　　　　　　　　　　佐藤孝一さん（切り折り紙作家）

　　日時　3月 28 日（土）午後 2時～ 4時

　　会場　郷土博物館講座室　定員 20人

●記念講演会「国宝 上杉本洛中洛外図屏風をめぐって」※展示解説含む

　　　　　　　　　  阿部哲人さん（米沢市上杉博物館主任学芸員）

　　日時　5月 10 日（日）午後 1時～ 2時 30 分

　　会場　郷土博物館講座室　定員 80人

●学芸員による展示解説（予約不要）　各日午後 2時から

　　2月 28 日（土）、3月 14 日（土）、4月 4日（土）、

　　5月 5日（火）、5月 30 日（土）、6月 14 日（日）

■申込・問合せ　郷土博物館☎（22）5111

　　2月 1日 ( 日 ) より受付を開始します。

唐沢山城跡ウォーキング（各回午前 9時 30 分～ 12 時･定員 20 名）

　　第 1回　山頂周遊コース　2月 21 日（土）

　　第 2回　東麓登坂コース　3月 15 日（日）

　　第 3回　西麓探訪コース　3月 22 日（日）

■申込・問合せ　文化財課☎（61）1177

　　2月 2日 ( 月 ) より受付を開始します。

　

休館日：月曜日（5/4 は開館）、4/30、5/7、
　　　　4/20 ～ 28（展示替えの為）
開館時間：午前 9時～午後 5時
入館料：一般 210 円（100 円）高・大学生 100 円
　　　　（50円）小・中学生 50円（30 円）
　　　　＜（　）内は 20名以上の団体料金＞
無料入館日：5/5（こどもの日）・6/14（県民の日）

※詳しくはホームページやそれぞれのチラシなどをご覧ください

前
半
（
４
月
９
日
ま
で
）
と
後
半
（
４
月

　日
か
ら
）
で
展
示
替
え
を
行
い
ま
す
。

前
半
は
国
指
定
史
跡
化
調
査
事
業
に
伴
う

成
果
を
中
心
に
、
後
半
は
米
沢
市
上
杉
博

物
館
か
ら
借
用
す
る
国
宝
の
品
な
ど
も
展

示
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
来
館
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

29

ボランティアガイドによる

上杉謙信公

佐野昌綱公
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健
康
増
進
課
か
ら
の
お
知
ら

せ
　

申
込
・
問
合
せ
は
、
健
康
増
進

課
☎
（２４）
５
７
７
０
へ

●
乳
幼
児
健
康
診
査

　

３
月
に
健
診
対
象
と
な
る
お
子

さ
ん
に
通
知
を
し
て
い
ま
す
。

　

日
程
の
都
合
が
悪
い
場
合
や
会

場
の
変
更
希
望
な
ど
が
あ
れ
ば
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
か
か
り
つ
け
医
を
も
ち
ま
し
ょ
う 

　

か
か
り
つ
け
医
は
、
日
常
的
な

診
療
の
ほ
か
、
家
族
一
人
ひ
と
り

の
病
気
予
防
や
健
康
管
理
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
ま
す
。
病
状

に
よ
り
適
切
な
医
療
機
関
を
紹
介

し
て
く
れ
る
心
強
い
存
在
で
す
。

●
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

全
血
献
血
の
み
で
、
成
分
献
血

は
あ
り
ま
せ
ん
。ご
来
場
の
際
は
、

運
転
免
許
証
な
ど
本
人
確
認
書
類

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
２
月
23
日
（月）
午
後
０
時

30
分
〜
４
時　

▼
会
場
＝
市
役
所

東
仮
庁
舎
駐
車
場（
議
場
側
）

産
業
保
健
講
演
会

▼
日
時
＝
２
月
28
日
（土）
午
後
２
時

〜
４
時
30
分
（
受
付
１
時
30
分
か

▼
定
員
＝
先
着
40
人（
無
料
）

■
申
込
＝
地
域
医
療
連
携
室
☎
（６２）

９
０
２
４

●
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
講
座

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

を
受
講
し
た
方
を
対
象
に
行
い
ま

す（
無
料
）。
▼
日
時
＝
３
月
７
日

（土）
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
申
込
＝
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
（６２）
８
２
８
１

男
女
共
同
参
画
情
報
紙
「
パ

レ
ッ
ト
」
編
集
委
員

　

来
年
度
か
ら
の
編
集
委
員
（
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
）
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
男
女
共
同
参
画
社
会
づ

く
り
に
関
心
の
あ
る
方　

▼
定
員
＝
２
人
（
選
考
あ
り
）

▼
任
期
＝
平
成
27
年
４
月
〜
29
年

３
月　

▼
申
込
＝
２
月
20
日
（金）
ま
で
に
、

任
意
の
用
紙
に
①
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
性
別
・
職
業
・
電
話
番
号
、

②
主
な
職
歴
、
③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
各
種
団
体
で
の
活
動
、
④
応
募

動
機（
400
字
程
度
）を
記
入
し
、
直

接
、
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課
へ

■
問
合
せ
＝
同
課
☎
（２７）
２
３
５
４

▼
相
談
員
＝
重
症
心
身
障
害
児
施

設
の
現
職
の
小
児
科
医
、看
護
師
、

指
導
員
、
作
業
療
法
士
、
理
学
療

法
士　

▼
費
用
＝
無
料　

■
申
込
＝
あ
し
か
が
の
森
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
フ
ォ
レ
ス
ト

☎
０
２
８
４
（９１）
１
８
１
６

も
し
も
急
病
に
な
っ
た
ら

　

保
険
証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
休
日
・
夜
間
緊
急
診
療
所

☎
（２４）
３
３
３
７　

▼
診
療
時
間
＝
休
日
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
30
分
（
正
午
〜
午
後
１

時
30
分
は
除
く
）、
夜
間
午
後
７

時
30
分
〜
10
時
30
分

●
休
日
歯
科
診
療
所
☎
（２４）
７
５
７

５　

▼
診
療
時
間
＝
午
前
９
時
〜

正
午（
日
曜
・
祝
日
の
み
）

市
民
病
院
の
市
民
講
座

　

市
民
病
院
Ａ
棟
５
階
研
修
室
で

行
い
ま
す
。

●
黄
だ
ん
の
見
分
け
方
と
そ
の
治
療

　

昨
年
12
月
か
ら
毎
週
水
曜
日
の

午
後
に
、
黄
だ
ん
外
来
が
始
ま
り

ま
し
た
。
担
当
の
医
師
が
黄
だ
ん

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
２
月
25
日
（水）
午
後
４
時

〜
５
時　

▼
講
師
＝
下
村
一
之
さ

ん（
当
院
非
常
勤
外
科
医
師
）

健
康
福
祉

ら
）
▼
会
場
＝
医
師
会

▼
内
容
＝
坂
寄
和
弘
さ
ん
（
栃
木

産
業
保
健
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
相

談
員
）
の
講
演
「
働
き
盛
り
層
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
〜
う
つ
病

と
新
型
う
つ
病
」、
津
久
井
亮
子

さ
ん
の
ピ
ア
ノ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
、
小
橋
操
さ
ん（
臨
床
美
術
士
）

の
臨
床
美
術　

■
問
合
せ
＝
医
師

会
☎
（２２）
０
３
２
４

※
無
料
・
申
込
不
要

認
知
症
講
演
会

▼
日
時
＝
２
月
22
日
（日）
午
後
１
時

30
分
〜
４
時　

▼
会
場
＝
田
沼
中

央
公
民
館　

▼
講
師
・
演
題
＝
木

之
下
徹
さ
ん
（
の
ぞ
み
メ
モ
リ
ー

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）「
認
知
症
〜

見
守
る
地
域
に
つ
な
が
る
絆
」

※
講
演
後
、
講
師
と
懇
談
あ
り

▼
定
員
＝
先
着
300
人
（
無
料
・
申

込
不
要
）
■
問
合
せ
＝
い
き
い
き

高
齢
課
☎
（２０）
３
０
２
１

療
育
相
談
会

　

重
症
心
身
障
害
児（
者
）の
親
ま

た
は
家
族
の
た
め
の
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
２
月
18
日
（水）
（
時
間
帯

は
後
日
調
整
）
▼
会
場
＝
あ
し
か

が
の
森
足
利
病
院

募

集
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■
申
込
＝
２
月
５
日
（木）
〜
15
日

（日）
の
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５

時
の
間
に
、
こ
ど
も
の
国
☎
（２１）

１
５
１
５
へ
（
月
曜
日
、
第
２
木

曜
日
は
休
館
）

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
佐
野

「
ド
リ
ー
ム
賞
」

　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
佐
野
で

は
、
目
的
を
持
っ
て
、
専
門
技
術

や
特
別
な
資
格
な
ど
を
取
得
す
る

た
め
に
励
む
女
性
の
人
材
育
成
に

貢
献
す
る
た
め
、
ド
リ
ー
ム
賞
と

し
て
支
援
金
を
贈
呈
し
ま
す
。

　

詳
細
を
お
問
い
合
わ
せ
の
う

え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
間
＝
３
月
１
日
（日）
〜
６

月
30
日
（火）　

▼
支
援
金
＝
30
万
円（
１
人
）　

▼
対
象
＝
高
校
３
年
生
か
ら
高
校

卒
業
の
資
格
を
有
す
る
29
歳
ま
で

の
女
性　

▼
選
考
＝
小
論
文
と
面
接
（
詳
細

は
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

▼
主
催
＝
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト

佐
野　

▼
後
援
＝
佐
野
市
・
教
育
委
員
会
、

下
野
新
聞
社
、
佐
野
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ　

■
問
合
せ
＝
実
行
委
員
長
・
小
林

☎
（２３）
６
６
６
６

皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

わ
ん
ぱ
く
ス
キ
ー
教
室

▼
日
時
＝
２
月
22
日
（日）
午
前
６
時

30
分（
集
合
予
定
）

▼
会
場
＝
軽
井
沢
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
ス
キ
ー
場

▼
対
象
＝
小
学
４
年
生
〜
中
学
生

（
保
護
者
の
同
伴
可
）

▼
講
師
＝
佐
野
ス
キ
ー
協
会
員

▼
定
員
＝
先
着
40
人　

▼
費
用
＝
３
５
０
０
円
（
リ
フ
ト

券
な
ど
は
別
途
）

▼
申
込
＝
２
月
３
日
（火）
〜
12
日
（木）

の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
の
間

に
、費
用
を
添
え
て
直
接
、ス
ポ
ー

ツ
立
市
推
進
課
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
は
運
動
公
園
管
理
事
務
所
）

ま
た
は
、
ア
リ
ー
ナ
た
ぬ
ま
へ

■
問
合
せ
＝
ス
ポ
ー
ツ
立
市
推
進

課
☎
（２６）
０
０
６
５

日
本
宇
宙
少
年
団
佐
野
分
団

▼
対
象
＝
小
学
３
〜
６
年
生
（
新

年
度
時
点
）
▼
定
員
＝
先
着
20
人

▼
内
容
＝
宇
宙
教
育
、科
学
実
験
、

天
体
観
測
、
水
ロ
ケ
ッ
ト
作
成
打

上
げ
、
キ
ャ
ン
プ
、
ハ
イ
キ
ン
グ

な
ど
の
野
外
活
動
、
教
育
施
設
の

見
学
な
ど（
原
則
月
１
回
活
動
）

▼
会
費
＝
年
間
５
１
０
０
円
（
そ

の
他
、
教
材
費
な
ど
の
実
費
負
担

あ
り
）

高
齢
者
福
祉
事
業
を
請
け
負

う
事
業
者
を
募
集

▼
対
象
＝　

①
寝
た
き
り
高
齢
者
等
紙
お
む
つ

券
給
付
事
業
…
市
内
の
登
録
さ
れ

た
薬
局
な
ど
で
、
券
を
使
っ
て
紙

お
む
つ
を
購
入
で
き
る
事
業

②
高
齢
者
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ

サ
ー
ジ
施
術
費
助
成
事
業
…
高
齢

者
が
保
険
適
用
外
の
施
術
を
受
け

る
際
に
、
施
術
料
金
の
一
部
を
助

成
す
る
事
業

※
知
事
ま
た
は
厚
生
労
働
大
臣
の

印
の
あ
る
免
許
証
が
必
要
（
申
込

の
際
に
写
し
を
提
出
）

③
高
齢
者
寝
具
洗
濯
事
業
…
ひ
と

り
暮
ら
し
な
ど
の
高
齢
者
の
寝
具

を
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
す
る
事
業

▼
申
込
＝
２
月
27
日
（金）
ま
で
に
、

い
き
い
き
高
齢
課（
東
仮
庁
舎
事

務
棟
１
階
）
に
備
え
付
け
の
申
請

書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う

え
、
直
接
ご
提
出
く
だ
さ
い

※
①
・
②
の
登
録
済
み
の
事
業
者

に
は
、
後
日
、
継
続
申
請
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す

※
③
は
後
日
、
入
札
な
ど
の
ご
案

内
を
し
ま
す

■
問
合
せ
＝
同
課
☎
（２０）
３
０
２
１

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
愛
称

募
集

　

み
か
も
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で

は
、年
４
回
（
春
・
秋
は
屋
外
、夏
・

冬
は
屋
内
）
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
開
所
10
周
年
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

　

な
お
採
用
者
に
は
「
再
生
自
転

車
」
を
贈
呈
し
ま
す
。

▼
募
集
期
間
＝
２
月
１
日
（日）
〜
５

月
24
日
（日）　

▼
選
考
基
準
＝
①
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
趣
旨
（
リ
ユ
ー
ス
の
実

践
、
も
っ
た
い
な
い
の
心
）
を
表

現
で
き
て
い
る
こ
と
、
②
親
し
み

が
あ
り
独
自
性
が
あ
る
こ
と

▼
申
込
＝
①
愛
称（
ふ
り
が
な
）、

②
愛
称
の
説
明
、
③
名
前
、
④
郵

便
番
号
・
住
所
、⑤
年
齢
、⑥
性
別
、

⑦
電
話
番
号
、
⑧
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス（
任
意
）を
ご
記
入
の
う
え
、
直

接
、
は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電

子
メ
ー
ル
で
ク
リ
ー
ン
推
進
課
へ

〒
３
２
７
‐
０
８
１
２

佐
野
市
町
谷
町
２
０
６
番
地
13

FAX 

（２２）
３
５
９
３

clean@
city.sano.lg.jp

■
問
合
せ
＝
同
課
☎
（２３）
８
１
５
３

レイクサイド佐野から、日光の行事や観光スポットなどへ無料で
送迎します。（毎月１回程度、２泊用送迎バスの２日目に運行）
　【予定】　４／１６・・・神橋、参道商店街周辺（弥生祭、桜回遊見学）
　　　　　　　　　５／２９・・・ツツジ、シャクナゲの咲く竜頭ノ滝、湯ノ湖
　　　　　　　　　６／６　・・・・ 湯西川温泉（平家大祭の見学）

“お楽しみバス”を運行します！

（日光中禅寺湖畔）佐野市市民保養施設

レイクサイド佐野予約受付まで
8：30～17：15（土日祝日除く）

ご予約・お問い合わせは

0283-61-1126 建物総合管理・フードサービス事業

株式会社   旺栄
（レイクサイド佐野　指定管理者）

６月分の受付開始！
市民優先予約 2月より

グループホーム

佐野市吉水町９９１-１　☎６２-８９２８

小規模多機能型施設
グループホーム

佐野市町谷町５９-１　☎８５-７１０８

グル プホ

水

あおぞら
グル プホ ム

野市町谷町５９１☎８５７１

やまなみ

小規模多機能型施設
グループホーム

佐野市栃本町３２７０　☎６１-１３３１

グル プホ ム

野市栃本町３２７０☎６１１

せせらぎ
佐野市犬伏下町１７６５-１　☎２４-５１２０

もおもててなししの心でで しししえし すますますしのししししししししし ででででででてなてな でおお ええななななおもても 心心心心心心 ええ迎迎の心 おなお えなおもおもおもおもててなてなてなししのしの心で心で心でお迎お迎お迎お迎えしえしえしえしますますますますおもおもおもおもててなてなてなししのしの心で心で心でお迎お迎お迎お迎えしえしえしえしますますますますももももももてなてなてなてなてなてなてなてなてなてなてなしのしのしのしのしのしのしのしのしのしのしの心で心で心で心で心で心で心で心で心で心で心でおおおおおおおおおおおてなてなてなてなてなてなてなてなてなてなてなしのしのしのしのしのしののしのしのしのしの心で心で心で心で心で心で心で心で心で心で心でおおおおおおおおおお すすすすすすすすすすすすすすす
いいいわ くくくくくくくくせくいいいいいいいいいいいいい                        おお お                                    気 におに わわわわお気 にお い合わせくくださださいいいい合わ合わ合 せくせくせくださださださだ いいいいいい合わ合わ合 せくせくせくださださださいいいいいいいいいいいいいい合合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わせくせくせくせくせくせくせくせくせくせくせ だだだだだだだいいいいいいい合合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ くせくせくせくせくせくせくせせせせ だだだだだだだおおお気軽気軽気軽気軽におにおにおに 問い問い問い問おおお気軽気軽気軽気軽におにおにおに 問い問い問い問問い問い問い問い問い問い問いいいいい問い問い問い問い問い問い問いいいい いいいいいい

おもてなしの心でお迎えします
                         お気軽にお問い合わせください
おもてなしの心でお迎えします
                         お気軽にお問い合わせください

佐野犬伏
デイサービスセンター

市犬伏下町１７６５１☎２４

デイサ ビスセンタ

わかくさ
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２
日
（月）
か
ら
配
布
す
る「
募
集
の

ご
案
内
」を
必
ず
ご
確
認
の
う
え
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
住
宅
名
・
間
取
り
＝
堀
米
（
３

Ｄ
Ｋ
）、
米
山
（
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
・
３

Ｄ
Ｋ
）、
奈
良
渕（
３
Ｄ
Ｋ
）、米
山

南（
３
Ｄ
Ｋ
）、
下
田
沼
（
２
Ｌ
Ｄ

Ｋ
）、
西
原（
３
Ｄ
Ｋ
）、
駅
南
ハ

イ
ツ（
３
Ｄ
Ｋ
）　

▼
家
賃
＝
各
住

宅
そ
れ
ぞ
れ
入
居
さ
れ
る
世
帯
の

収
入
に
よ
り
決
定　

▼
申
込
＝
２
月
９
日
（月）
〜
20
日
（金）

の
間
に
、
同
管
理
者
へ　

■
問
合

せ
＝
同
管
理
者
☎
（２１）
６
０
０
６

普
通
救
命
講
習
会
Ⅰ

　

救
命
に
必
要
な
応
急
手
当
、
Ａ

Ｅ
Ｄ（
電
気
シ
ョ
ッ
ク
）を
含
め
た

心
肺
蘇
生
法
、
気
道
異
物
除
去
法

や
止
血
法
を
学
び
ま
し
ょ
う
。
受

講
後
に
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
２
月
22
日
（日）
午
前
９
時

〜
正
午　

▼
会
場
・
定
員
＝
①
消
防
本
部
・

先
着
35
人
、
②
消
防
署
北
分
署
・

先
着
20
人（
無
料
・
会
場
選
択
可
）

▼
申
込
＝
２
月
１
日
（日）
〜
14
日
（土）

の
間
に
、
直
接
、
佐
野
市
消
防
署

救
急
救
助
課
、
北
・
西
各
分
署
へ

■
問
合
せ
＝
救
急
指
導
課
☎
（２３）

９
３
８
３

自
衛
官
候
補
生
、
予
備
自
衛

官
補（
一
般
・
技
能
）募
集

●
自
衛
官
候
補
生

▼
対
象
＝
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

男
子（
採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
）

▼
試
験
日
＝
２
月
21
日
（土）

▼
試
験
内
容
＝
筆
記
、口
述
試
験
・

作
文
・
適
性
検
査
・
身
体
検
査

▼
申
込
期
限
＝
２
月
17
日
（火）
必
着

●
予
備
自
衛
官
補

▼
試
験
日
＝
４
月
10
日
（金）
〜
14
日

（火）　

▼
採
用
数
＝
約
520
人

▼
申
込
期
限
＝
３
月
24
日
（火）
必
着

●
一
般
予
備
自
衛
官
補

▼
対
象
＝
日
本
国
籍
を
有
す
る
18

歳
以
上
34
歳
未
満
の
方　

▼
試
験
内
容
＝
筆
記
試
験
・
作
文

●
技
能
予
備
自
衛
官
補

▼
対
象
＝
日
本
国
籍
を
有
す
る
18

歳
以
上
で
次
の
国
家
免
許
資
格
な

ど
を
有
す
る
方
（
衛
生
・
語
学
・

整
備
・
情
報
処
理
・
通
信
・
電
気
・

建
設
・
放
射
線
管
理
な
ど
）

▼
試
験
内
容
＝
小
論
文
・
個
別
面

接
・
適
性
検
査
・
身
体
検
査

■
問
合
せ
＝
自
衛
隊
栃
木
地
方
協

力
本
部
足
利
地
域
事
務
所
☎
０
２

８
４
（７３）
０
２
３
０

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集

　

姉
妹
都
市
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
市
か

ら
の
中
学
生
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受

け
入
れ
家
庭
を
募
集
し
ま
す
。

※
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
対
象
と

な
る
中
学
生
が
い
る
場
合
、
同
市

へ
の
派
遣
生
徒
を
募
集
す
る
際
に

別
枠
で
の
応
募
が
で
き
ま
す

▼
受
入
期
間
＝
５
月
12
日
（火）
〜
18

日
（月）（
予
定
）▼
対
象
＝
送
迎
が
確

実
に
で
き
、
対
面
式
や
お
別
れ

パ
ー
テ
ィ
ー
へ
出
席
が
可
能
な
ご

家
庭
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
受
け

入
れ
）
▼
定
数
＝
19
フ
ァ
ミ
リ
ー

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選
考
）

▼
申
込
＝
３
月
27
日
（金）
ま
で
に
、

所
定
の
応
募
用
紙
を
ご
記
入
の
う

え
、
直
接
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
同
会
へ

〒
３
２
７
‐
０
０
０
３
佐
野
市
大

橋
町
２
１
８
３
、
FAX 

（２１）
２
７
７
４

siea@
sctv.jp　

※
応
募
用
紙
は
、

協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.sctv.jp/̃siea

）
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
。
ま
た
各
小
中
学
校
で

も
配
布
し
て
ま
す　

■
問
合
せ
＝
同
会
☎
（２４）
４
４
４
７

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

　

指
定
管
理
者
・
栃
木
セ
キ
ス
イ

ハ
イ
ム
㈱（
天
神
町
）、
建
築
住
宅

課（
田
沼
庁
舎
新
館
１
階
）、佐
野
・

葛
生
の
各
総
合
窓
口
課
で
、
２
月

第
３
回
６
時
間
耐
久
レ
ー
ス

　

個
人
や
グ
ル
ー
プ
で
１
周
約
1.5

キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
６
時
間
走
り
、

周
回
を
競
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
３
月
８
日
（日）
午
前
10
時

〜
午
後
４
時（
荒
天
中
止
）

▼
会
場
＝
運
動
公
園
特
設
コ
ー
ス

▼
費
用
＝
ソ
ロ
５
千
円
、
チ
ー
ム

お
ひ
と
り
３
千
円（
１
チ
ー
ム
２

〜
10
人
ま
で
）

▼
申
込
＝
２
月
８
日
（日）
ま
で
に
、

費
用
を
添
え
て
直
接
、
同
公
園
管

理
事
務
所
へ

■
問
合
せ
＝
同
事
務
所
☎
（２５）
０
４

０
３

佐
野
法
人
会
春
季
一
般
公
開

講
演
会

▼
日
時
＝
２
月
26
日
（木）
午
後
４
時

〜
５
時
30
分　

▼
会
場
＝
ホ
テ
ル

サ
ン
ル
ー
ト
佐
野　

▼
講
師
・
演
題
＝
森
本
敏
さ
ん（
元

防
衛
大
臣
・
拓
殖
大
学
教
授
）「
緊

迫
化
す
る
国
際
情
勢
と
日
本
」

▼
定
員
＝
先
着
200
人（
無
料
）　

■
問
合
せ
＝
公
益
社
団
法
人
佐
野

法
人
会
☎
（２２）
８
８
８
４

※
２
月
16
日
（月）
ま
で
に
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い

催

物

し

1歳のお子様から大人の方まで、
細かいコース設定で無理なく楽しく学べます♪

ただいま入会金半額
 キャンペーン実施中！

がってん寿司

カインズ
ホーム

国道50号 小山→←足利

佐野市
文化会館

P
オンダ楽器
ハーモニープラザ

オンダ楽器ハーモニープラザ
0283－23－0682
（月曜・第３日曜定休）

＊お問い合わせ
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

佐野市の施策⑩　 「観光立市②」 ～観光による振興とまちづくり～　

　現在、佐野市観光立市推進基本計画（第１次）を振り返り、さらなる「観光立市」を推進するための基本

方針となる「第２次佐野市観光立市推進基本計画」の策定を進めています。この案に関するパブリック・

コメントを下記のとおり実施しますので、ご意見をお寄せください。

　「住んでよし、訪れてよし」の佐野市を築くことを目的に、引き続きさまざまな施策を展開し、本市の魅

力ある観光資源を全国に発信するとともに、産・学・民・官が一体となった地域活性化を推進します。

　市民の皆さん一人ひとりの「おもてなしの心」は観光立市に大きく貢献します。全市民を挙げて「観光立市」

を推進しましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

■

問合せ＝観光立市推進課☎（２７）３０１１

第２次佐野市観光立市推進基本計画(案)

▲

募集期間　２月１０日(火)～３月１３日(金)（必着）

▲

閲覧場所　情報公開窓口（東仮庁舎事務棟１階入口）、田沼・葛生の各行政センター

　　　　　　観光立市推進課（まちなか活性化ビル４階）

▲

提出先　　〒３２７－８５０１　観光立市推進課（住所不要）

　　　　　　ＦＡＸ（２２）８８３１　kankousuisin@city.sano.lg.jp

■

問合せ　　観光立市推進課☎（２７）３０１１

パブリック・コメント（意見公募）を実施します

　次の３件の案につきまして、皆さんのご意見をお寄せください（電話による意見の受け付けは行い

ません）。資料の閲覧は平日の午前８時３０分から午後５時まで。ただし、市ホームページでは期間中、

常時、閲覧できます。

【
意
見
提
出
方
法
】

　

各
閲
覧
場
所
に
備
え
付
け（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）の
意
見
記
入
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご

記
入
の
う
え
、
各
提
出
先
へ
直
接
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ま
た
は
、
電
子
メ
ー
ル
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

田沼庁舎利活用に関する基本計画（案）

　新庁舎供用開始後の田沼庁舎について、市の方向性を示す「田沼庁舎利活用に関する基本

計画」の策定を進めています。この案に関し、皆さんのご意見を募集します。

▲

募集期間　２月２０日(金)～３月２３日(月)（必着）

▲
閲覧場所　情報公開窓口（東仮庁舎事務棟１階）、田沼・葛生の各行政センター　

　　　　　　行政経営課（南仮庁舎１階）
▲

提出先　   〒３２７－８５０１　行政経営課（住所不要）

　　　　　　ＦＡＸ（２２）９１０４　gyouseikeiei@city.sano.lg.jp

■

問合せ　　行政経営課☎（２０）３００５

佐野市行政手続条例の一部改正

　行政手続法の改正に合わせ、佐野市行政手続条例について改正を予定しています。

　この改正案に関し、皆さんのご意見を募集します。

▲

募集期間　２月９日（月）まで（必着）

▲

閲覧場所　情報公開窓口（東仮庁舎事務棟１階）、田沼・葛生の各行政センター　

　　　　　　行政経営課（南仮庁舎１階）

▲

提出先　   〒３２７－８５０１　行政経営課（住所不要）

　　　　　　ＦＡＸ（２２）９１０４　gyouseikeiei@city.sano.lg.jp

■

問合せ　　行政経営課☎（２０）３００５
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朗
読
「
の
は
ら
う
た
」
と
一

人
芝
居
「
と
め
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
あ
る
一
日
」

▼
日
時
＝
３
月
14
日
（土）
午
後
２
時

〜
３
時
45
分　

▼
会
場
＝
佐
野
市
立
図
書
館　

▼
対
象
＝
小
学
生
以
上

▼
朗
読
＝
木
内
里
美
さ
ん

▼
定
員
＝
先
着
80
人（
無
料
）　

■
申
込
＝
２
月
14
日
（土）
以
降
、
同

館
☎
（２２）
１
８
３
３

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推

進
基
本
計
画
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
佐
野
ブ
ラ
ン
ド
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
さ
の
ま
る
」
を
活
用

し
た
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

推
進
を
効
果
的
に
行
う
た
め
「
佐

野
市
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推

進
基
本
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　

計
画
の
内

容
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
＝
都
市
ブ
ラ
ン
ド
推
進

室
☎
（２０）
３
０
４
７

お
知
ら
せ

課
☎
（２７）
２
３
５
４　

※
託
児
あ
り
（
満
６
か
月
以
上
〜

就
学
前
、
２
月
９
日
ま
で
に
要
申

込
）

２
月
の
茶
会

▼
日
時
＝
２
月
15
日
（日）
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
３
時　

▼
会
場
＝
万
葉
の
里
・
城
山
記
念

館　▼
席
主
＝
小
林
宗
恵
さ
ん
（
茶
華

道
協
会
茶
道
部
・
表
千
家
）

▼
茶
券
＝
500
円（
当
日
可
）

■
問
合
せ
＝
同
館
☎
（２３）
０
７
２
８

第
５
回
文
化
振
興
大
会

▼
日
時
＝
２
月
14
日
（土）
午
後
１
時

10
分
〜
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
１
時

40
分
〜
記
念
式
典
、
２
時
30
分
〜

記
念
講
演　

▼
会
場
＝
文
化
会
館

▼
講
師
・
演
題
＝
名
越
康
文
さ
ん

（
精
神
科
医
）「
毎
日
ト
ク
し
て
い

る
ひ
と
の
秘
密
」

▼
費
用
＝
無
料（
申
込
不
要
）

■
問
合
せ
＝
文
化
協
会
事
務
局
☎

（６１）
１
１
６
４

佐
野
桜（
苗
木
）の
配
布

　

文
化
協
会
で
は
、
佐
野
桜
の
普

及
の
た
め
、
苗
木（
樹
高
２
ｍ
程

度
）を
皆
さ
ん
に
お
分
け
し
ま
す
。

　

当
日
は
掘
り
出
し
を
し
ま
す
の

で
、
ス
コ
ッ
プ
な
ど
を
ご
用
意
く

だ
さ
い
。
お
申
し
込
み
を
い
た
だ

い
た
方
に
、
配
布
場
所
な
ど
詳
細

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
３
月
17
日
（火）
午
前
９
時

30
分
〜
正
午

▼
配
布
本
数
＝
先
着
100
本（
無
料
）

■
申
込
＝
文
化
協
会
事
務
局
☎
（６１）

１
１
６
４

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
棒
人
形
赤
ず
き
ん
を
作
ろ

う
・
観
よ
う
」

▼
日
時
＝
３
月
１
日
（日）
午
後
２
時

〜
３
時
30
分

▼
定
員
＝
先
着
15
組（
無
料
・
要

事
前
申
込
）
■
問
合
せ
＝
文
化
振

興
課
☎
（６１）
１
１
６
４

市
制
10
周
年
記
念

景
観
ま
ち
づ
く
り
講
演
会

▼
日
時
＝
２
月
10
日
（火）
午
後
１
時

30
分
か
ら（
１
時
開
場
）

▼
会
場
＝
文
化
会
館

▼
講
師
・
演
題
＝
渡
邉
美
樹
さ
ん

（
足
利
工
業
大
学
工
学
部
准
教
授
）

「
受
け
継
が
れ
る
住
ま
い
と
景
観
」

▼
費
用
＝
無
料（
事
前
申
込
不
要
）

■
問
合
せ
＝
都
市
計
画
課
☎
（６１）
１

１
３
１

TEL.

佐野市相生町２８１６

0283-24-9569

Yes, we teach living English!
春期生受付中

さの校

あしかが校 足利市大月町３－２
アシコタウンあしかが内

0284-40-2189

２０年の信頼と実績 ノア外語学院 検索
http://www.noahjpn.com

人
権
講
演
会
「
映
画
と
講
演

の
つ
ど
い
」

▼
日
時
＝
２
月
８
日
（日）
午
後
１
時

30
分
〜
４
時

▼
会
場
＝
文
化
会
館

▼
講
師
＝
当
真
嗣
清
さ
ん
（
琉
球

弧
の
先
住
民
族
会
代
表
代
行
）

▼
内
容
＝
（
映
画
）「
標
的
の
村
」、

演
題
「
琉
球
・
沖
縄
の
歴
史
と
現

在
を
知
ろ
う
〜
琉
球
先
住
民
族
に

学
ぶ
」

▼
主
催
＝
部
落
解
放
同
盟
佐
野
市

協
議
会
、
佐
野
市
部
落
解
放
交
流

会　■
問
合
せ
＝
人
権
・
男
女
共
同
参

画
課
☎
（２７）
２
３
５
４

女
性
指
導
者
等
研
修
会

▼
日
時
＝
２
月
17
日
（火）
午
後
１
時

30
分
〜
４
時

▼
会
場
＝
男
女
共
同
参
画
推
進
セ

ン
タ
ー（
パ
レ
ッ
ト
プ
ラ
ザ
さ
の
）

▼
内
容
・
講
師
＝
片
野
智
華
さ

ん
（
と
ち
ぎ
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
事
業
推
進
課
主
査
）｢

栃
木
県

が
も
し
100
人
の
村
だ
っ
た
ら
‐
未

来
を
想
像
し
て
新
し
い
未
来
を
創

造
し
よ
う
‐
」、
栃
木
県
次
世
代

人
材
づ
く
り
事
業
研
修
の
成
果
発

表　

▼
定
員
＝
先
着
50
人（
無
料
）

■
申
込
＝
人
権
・
男
女
共
同
参
画

平成２７年度「家庭ごみ収集カレンダー」  ■問合せ＝クリーン推進課☎（２３）８１５３
　広報さの３月号と一緒に町会に配布します。３月１日以降は、みかもクリーンセ
ンター、葛生清掃センター、佐野・田沼・葛生の各総合窓口課でも受け取れます。
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す
。

▼
工
事
期
間
＝
２
月
〜
３
月
（
う

ち
２
週
間
程
度
の
予
定
）

【
工
事
区
間
】

■
問
合
せ
＝
安
足
土
木
事
務
所
☎

（２４）
３
１
１
２

創
業
支
援
の
た
め
の
個
別
相

談
会

　

将
来
、
創
業
を
予
定
し
て
い
る

方
向
け
に
、
市
内
創
業
支
援
実
績

№
１
の
佐
野
商
工
会
議
所
が
無
料

個
別
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
２
月
16
日
（月）
・
３
月
16

日
（月）
各
日
午
後
１
時
〜
５
時

▼
会
場
＝
同
会
議
所　

▼
講
師
＝
藤
沼
紀
彦
さ
ん
（
㈱
Ｆ

Ｍ
Ｃ
総
研
税
理
士
）

▼
定
員
＝
各
日
先
着
３
社
程
度　

■
申
込
＝
同
会
議
所
☎
（２２）
５
５
１

１

○
早
期
除
雪
は
自
助
・
共
助
で（
隣

近
所
の
人
た
ち
と
力
を
合
わ
せ
て

行
い
ま
し
ょ
う
）

■
問
合
せ
＝
危
機
管
理
課
☎
（２０）
３

０
５
６

市
道
通
行
止
め（
奈
良
渕
町
）

　

奈
良
渕
町
内
で
市
道
の
拡
幅
工

事
を
実
施
し
ま
す
（
奈
良
渕
町
か

ら
旧
田
沼
高
校
へ
抜
け
る
市
道
の

一
部
区
間
）。

　

工
事
期
間
中
は
車
両
通
行
止
め

を
行
い
ま
す
。
迂
回
路
は
道
幅
が

狭
い
た
め
、
普
通
乗
用
車
の
み
の

片
側
交
互
通
行
と
な
り
、
大
型
車

は
通
行
で
き
ま
せ
ん
。

　

ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
工
事
開
始
＝
２
月
上
旬
か
ら

【
工
事
区
間
】

■
問
合
せ
＝
道
路
河
川
課
☎
（６１）
１

１
３
０

さ
の
ま
る
の
デ
ザ
イ
ン
利
用

に
つ
い
て

　

商
品
製
作
や
印
刷
物
・
広
告
物

な
ど
に
、
さ
の
ま
る
の
デ
ザ
イ
ン

を
利
用
す
る
場
合
は
、
市
の
承
認

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
さ
の
ま
る
オ
フ
ィ

シ
ャ
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
ご
確
認
い

た
だ
く
か
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
＝
都
市
ブ
ラ
ン
ド
推
進

室
☎
（２０）
３
０
１
２

大
雪
に
備
え
ま
し
ょ
う

　

昨
年
２
月
に
は
本
市
に
も
記
録

的
な
降
雪
が
あ
り
ま
し
た
。

　

大
雪
対
策
に
は
事
前
の
備
え
が

重
要
で
す
。気
象
情
報
に
注
意
し
、

事
前
の
備
え
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
流
通
の
混
乱
に
備
え
て
水
・
食

料
の
備
蓄
を
し
ま
し
ょ
う

○
停
電
に
備
え
て
暖
房
対
策
（
使

い
捨
て
カ
イ
ロ
な
ど
の
準
備
）、

携
帯
ラ
ジ
オ
、
懐
中
電
灯
、
予
備

電
池
の
準
備
を
し
ま
し
ょ
う

○
積
雪
・
凍
結
に
備
え
て
ス
コ
ッ

プ
、
凍
結
防
止
剤
な
ど
の
準
備
を

し
ま
し
ょ
う

○
不
要
不
急
の
外
出
を
極
力
控
え

ま
し
ょ
う

田
沼
初
午
祭
に
と
も
な
う
交

通
規
制
・
市
営
バ
ス
路
線
の

一
部
変
更

●
交
通
規
制

▼
規
制
期
間
＝
３
月
６
日
（金）
午
前

10
時
〜
８
日
（日）
午
後
７
時
（
期
間

中
は
夜
間
も
規
制
さ
れ
ま
す
）

▼
規
制
箇
所
＝
田
沼
町
の
一
瓶
塚

稲
荷
神
社
周
辺
の
県
道
・
市
道

■
問
合
せ
＝
佐
野
市
あ
そ
商
工
会

☎
（６２）
３
６
５
５　

※
詳
細
は
同
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
（http://aso-

sano.shokokai-tochigi.or.jp

） 

●
市
営
バ
ス
路
線
の
一
部
変
更　

　

規
制
中
は
市
営
バ
ス
の「
田
沼

小
学
校
前
」、「
角
町
」、「
仲
町
」
の

バ
ス
停
が
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

基
幹
線
は
、
臨
時
バ
ス
停
を
国

道
293
号
に
設
置
し
ま
す
。

■
問
合
せ
＝
市
営
バ
ス
葛
生
車
庫

☎
（８６）
４
０
７
１

県
道
唐
沢
山
公
園
線
の
工
事

　

犬
伏
中
町
・
犬
伏
下
町
地
内
で

県
道（
通
称
・
犬
伏
街
道
）の
舗
装

修
繕
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
は
、通
行
規
制（
片

側
交
互
通
行
）を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

基準金利①新車および中古車購入資金
②車修理代金および車部品購入資金
③車検費用、免許取得費用
④信販会社・クレジット会社での車借入金返済資金

変動金利
平成２７年１月９日現在

最大割引後金利　　

◇当金庫では、お客さまのお取引に応じ、基準価格より最大で1.2％割引いたします。
◇ご契約時には保証料が別途必要になります。
◇詳しくは、最寄りの店舗窓口にお尋ねください。

主な使い道

さのしんカーライフプランさのしんカーライフプランさのしんカーライフプラン

年年2.02.02.000000%%%年2.00%年2.00%
年年年年　　　  %年　　　  %

N

安蘇庁舎

秋
山
川

佐
野
田
沼
線 奈良渕

歩道橋

マリアージュ
仙水

奈良渕町

至 

唐
沢
山

↑
田
之
入
町

    

旧
田
沼
高
校

工
事
区
間

吉水新田 工事区間

犬伏下町

犬伏
郵便局

佐野市立
犬伏小学校

茂呂居畳店

N

工事区間

工事区間
※片側交互通行

至 栃木

堀米町

一般県
道  唐沢

山公園
線

佐
野
田
沼
線

自動交付機が停止します　　　　　　 ■問合せ＝佐野総合窓口課☎（２０）３０１６
　印鑑登録証明書および住民票の自動交付機は、２月２８日（土）、３月１日（日）の
両日利用できません。ご不便をおかけしますが、ご理解をお願いします。
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働
く
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

相
談

　

産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
無
料
で

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
３
月
４
日
（水）
午
後
１
時

30
分
〜
４
時
30
分　

▼
会
場
＝
足
利
労
政
事
務
所

▼
対
象
＝
労
働
者
・
使
用
者
、
求

職
者
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
な

ど
の
理
由
に
よ
り
既
に
退
職
し
て

い
る
方
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の

不
調
を
抱
え
る
方
の
親
族
・
同

僚
・
上
司
な
ど　

■
申
込
＝
２
月

27
日
（金）
ま
で
に
、
同
事
務
所
☎

０
２
８
４
（４１）
１
２
４
１

女
性
の
再
就
職
相
談
会
（
出

張
相
談
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
足
利
マ
ザ
ー
ズ

コ
ー
ナ
ー
の
相
談
員
が
、
仕
事
の

選
び
方
、
面
接
の
受
け
方
、
子
育

て
し
な
が
ら
働
く
情
報
な
ど
に
つ

い
て
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
ま

た
、
求
職
申
込
書
の
ご
案
内
も
し

ま
す
。

▼
日
時
＝
２
月
26
日
（木）
午
前
10
時

〜
正
午　

▼
会
場
＝
東
児
童
館　

▼
費
用
＝
相
談
・
託
児
と
も
無
料

■
申
込
＝
人
権
・
男
女
共
同
参
画

課
☎
（２７）
２
３
５
４　

※
託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り
（
満
６
か

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
、
最
低
賃
金

　

栃
木
県
最
低
賃
金
は
、
平
成
26

年
10
月
１
日
か
ら
１
時
間
733
円
に

改
正
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
県
内
の

６
つ
の
特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金

は
、
平
成
26
年
12
月
31
日
か
ら
次

の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

■
問
合
せ
＝
栃
木
労
働
局
☎
０
２

８（
６
３
４
）９
１
０
９

県
立
県
南
産
業
技
術
専
門
校

施
設
内
訓
練

▼
募
集
期
間
＝
２
月
２
日
（月）
〜
20

日
（金）
（
選
考
は
26
日
（木）
）

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
、
３
月

５
日
（木）
〜
17
日
（火）
で
２
次
募
集
を

行
い
ま
す　

▼
費
用
＝
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
、

保
険
代
な
ど
は
自
己
負
担
）　

■
申
込
＝
同
校
☎
０
２
８
４

（９１)
０

８
０
３

※
雇
用
保
険
受
給
者
は
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
を
通
し
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い

なんでもやります隊
遺品整理・引越し・買物代行・庭木の手入れ・
ハウスクリーニング・家具の移動、不用品片付け
など、その他どんな小さな事でも対応します。
一人で悩まずまずはご相談…佐野市民限定キャンペーン

ゴミはゼロよ
㈱YO企画   便利屋事業部
足利市通３丁目 足利織物会館内

クーポン券１５％オフ　２月末まで

☎ 0120-538-064
古物商許可証第４３１３４００１８３７１号

３６５日２４時間
スピード対応 ＴＥＬ ０２８４－２２－４５０５

相続・遺言書に関する相談は

弁護士法人

小沼総合法律事務所
弁護士  小沼正毅 　　弁護士  髙山雄介

栃木県弁護士会

栃木県足利市永楽町９－４  大協ビル２階
平日：９時～１８時  土曜日：９時～１２時  日祝休
URL：http://konuma-law-office.com

最低賃金の種類 時間額（円）
塗料製造業 ８７５円
はん用機械器具、生産用機械器具、業務用機械器具製造業 ８２１円
電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具
情報通信機械器具製造業 ８２２円

自動車・同附属品製造業 ８２５円
計量器・測定器・分析機器・試験機・測量機械器具製造業、
医療用機械器具・医療用品製造業、光学機械器具・レンズ製造業、
医療用計測器製造業、時計・同部分品製造業

８２１円

各種商品小売業 ７８６円

▲

募集科目・定員・訓練期間

訓練科名 定員 訓練期間

①機械加工科

②ＮＣ機械科

③板金溶接科

各５人

※高卒①４人

②５人③４人

４月６日（月）～９月３０日（水）

電気設備科
１０人
※高卒５人

４月６日（月）～
平成２８年３月２２日（火）

※平成２７年３月高校卒業見込者

月
以
上
就
学
前
）

と
ち
ぎ
障
が
い
者
合
同
就
職

面
接
会

　

県
南
地
区
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が

合
同
で
、
障
が
い
の
あ
る
方
を
対

象
に
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
2
月
20
日
（金）
午
後
１
時

〜
４
時（
受
付
０
時
30
分
か
ら
）

▼
会
場
＝
小
山
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

（
小
山
市
）　

■
問
合
せ
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
佐
野

障
害
者
担
当
☎
（２２）
６
２
６
０
・
FAX 

（２１）
１
２
５
６

経
営
よ
ろ
ず
相
談
会

　

国
が
全
国
に
設
置
す
る
中
小
企

業
者
、
小
規
模
事
業
者
の
方
の
た

め
の
経
営
相
談
所
「
よ
ろ
ず
支
援

拠
点
」
で
は
、
１
日
出
張
相
談
会

を
開
催
し
、
中
小
企
業
診
断
士
な

ど
の
専
門
家
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。
▼
日
時
＝
２
月
24
日
（火）
午
前

９
時
〜
午
後
５
時

▼
会
場
＝
勤
労
者
会
館　

▼
内
容
＝
売
上
増
大
・
販
路
拡
大
、

経
営
革
新
・
経
営
改
善
、
創
業
・

廃
業
、
IT
化
な
ど
の
経
営
相
談

※
要
事
前
申
込
・
無
料

■
申
込
＝
栃
木
県
よ
ろ
ず
支
援
拠

点
☎
０
２
８（
６
７
０
）２
６
１
８
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

検 索アルシオーネ・コート佐野
ウエディングスクエア  アルシオーネ・コート佐野
TEL.0283－23－8400

ご婚礼、ご宴会のご予約も承っております。

佐野プレミアム・
アウトレットさん隣り

佐野インターナショナルスクール
Sano  International  School

COME LEARN WITH US !
みなさん！いっしょに勉強しましょう！

佐野市大橋町 1617 / Tel. 0283-24-9494

新入学生
募集

ぜひ、体験入学にきてください

Preschool ／幼稚園 (age 3-5，3～5歳児 )
Elementary school (1-6 grade, 小1～6年生)
Junior high school (7-9 grade, 中1～3年生)

佐野市公の施設の指定管理者が決定しました 　　　　■問合せ＝行政経営課☎(２０)３００５
　民間の能力を活用し、市民サービスを向上させるために、公の施設の管理運営を市に代わって行う「指

定管理者」が決定しました。平成２７年４月１日から各指定期間、対象施設の管理・運営を行います。

【決定した指定管理者】

指定管理者を公募した施設

対象施設 指定管理者　 指定期間

犬伏デイサービスセンター ウェルエージング株式会社 平成３２年３月３１日まで

指定管理者を指名した施設　　　　　　　　　　　　　　　　

対象施設 指定管理者　 指定期間

佐野新都市バスターミナル ジェイアールバス関東株式会社

平成３０年３月３１日まで

障がい者福祉の家
社会福祉法人とちのみ会

障がい者南福祉の家

田之入老人福祉センター

社会福祉法人佐野市社会福祉協議会

茂呂山老人福祉センター

田沼老人福祉センター

遠原の里福祉センター
遠原の里デイサービスセンター

葛生あくと福祉センター
葛生あくと高齢者生きがい工房

石塚デイサービスセンター

葛生あくとデイサービスセンター 社会福祉法人報徳会

大橋シルバーワークプラザ
大橋高齢者生きがい工房

公益社団法人佐野市シルバー人材セ

ンター
田沼シルバーワークプラザ

蓬山ログビレッジ 作原地区むらづくり推進協議会

根古屋森林公園 みかも森林組合

たぬまふるさと館 佐野市あそ商工会

道の駅どまんなかたぬま 株式会社どまんなかたぬま

観光物産会館
みかも山観光物産会館

一般社団法人佐野市観光協会

作原野外活動施設 作原地区むらづくり推進協議会
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消費生活センターからのお知らせ

電気通信サービスの契約を良くわからないまま契約

していませんか？

　「電話料金が安くなります」「家の電話が使えなく

なります」「工事費用は無料です」「キャッシュバッ

クします」

　などと、訪問や電話で勧誘を受け契約したら、

「電気通信サービスの契約（光回線、プロバイダ契約）

だった。解約したい」との相談が増えています。電

気通信サービスは複雑なため、勧誘されてもすぐに

返事をせず、契約内容を確認し、不要な場合はきっ

ぱり断りましょう。

■問合せ＝消費生活センター（田沼庁舎本館１階）　

☎（６１）１１６１　※平日午前９時～午後４時

　消費者ホットライン☎０５７０（０６４）３７０

　※土・日曜日、祝日の午前１０時～午後５時

クリーン推進課からのお知らせ

「バクテリア de キエーロ」製作ワークショップ

　「バクテリア de キエーロ」を

製作・利用してみませんか？土

の中に埋めるだけで簡単に生ご

みを処理することができ、生ご

みの嫌な臭いは出ません。

　製作は組み立て作業が中心なので、力がなくても

簡単に作れます。詳しい利用方法は、当日ご説明し

ます。

▲

日時＝３月１４日（土）午後１時～３時

▲

会場＝みかもクリーンセンター　

▲

定員＝先着１５人　

▲

費用＝３千円（材料費）

▲

持ち物＝金槌、のこぎり、軍手　

▲

共催＝佐野市環境ネットワーク会議　

■申込＝クリーン推進課☎（２３）８１５３

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
所
得
税
の
確
定
申
告

　

確
定
申
告
書
へ
の
復
興
特
別
所

得
税
額
の
記
載
漏
れ
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
平
成
25
年
分
〜
49
年
分

ま
で
の
各
年
分
は
、
所
得
税
と
併

せ
て
復
興
特
別
所
得
税
の
申
告
お

よ
び
納
付
が
必
要
で
す
。

　

復
興
特
別
所
得
税
の
額
は
、
各

年
分
の
基
準
所
得
税
額
（
原
則
と

し
て
、
そ
の
年
分
の
所
得
税
額
）

に
2.1
％
の
税
率
を
か
け
て
計
算
し

た
金
額
で
す
。

●
消
費
税
の
確
定
申
告

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
、
消

費
税
率
が
５
％
か
ら
８
％
に
変
更

さ
れ
ま
し
た
。

　

申
告
の
際
に
は
帳
簿
な
ど
に
お

い
て
課
税
取
引
を
事
前
に
適
用
税

率
ご
と
に
区
分
し
、
そ
れ
を
基
に

計
算
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
公
的
年
金
等
受
給
者
に
か
か
る

確
定
申
告
不
要
制
度

　

平
成
23
年
分
以
後
の
各
年
分

で
、
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の

合
計
額
が
400
万
円
以
下
で
あ
り
、

か
つ
、
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所

得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以

下
で
あ
る
場
合
は
、
所
得
税
の
確

定
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な

い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
市
・
県
民

税
の
申
告
が
必
要
な
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、所
得
税
の
還
付
や
、

純
損
失
や
雑
損
失
の
繰
越
控
除
な

ど
の
適
用
を
受
け
る
場
合
は
、
確

定
申
告
の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま

す■
問
合
せ
＝
佐
野
税
務
署
☎
（２２）
４

３
６
６

農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
人

名
簿
の
縦
覧

　

農
家
の
皆
さ
ん
か
ら
の
申
請
な

ど
に
よ
り
調
製
し
た
、
農
業
委
員

会
委
員
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を
行

い
ま
す
。

　

こ
の
選
挙
人
名
簿
は
、縦
覧
後
、

３
月
31
日
（火）
に
確
定
し
、
そ
の
後

の
農
業
委
員
の
選
挙
な
ど
に
使
用

さ
れ
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間
＝
２
月
23
日
（月）
〜
３

月
９
日
（月）

▼
縦
覧
場
所
＝
選
挙
管
理
委
員
会

（
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
）

■
問
合
せ
＝
選
挙
管
理
委
員
会
☎

（２０）
３
０
３
４

行
政
書
士
会
無
料
相
談
会　

　

栃
木
県
行
政
書
士
会
佐
野
支
部

で
は
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
▼
日
時
＝
２
月
14
日
（土）
午
前

10
時
〜
正
午　

▼
会
場
＝
茂
呂
山

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　

▼
内
容
＝
相
続
・
遺
言
に
関
す
る

こ
と
、
成
年
後
見
に
関
す
る
こ
と

■
申
込
＝
佐
野
支
部
長
・
石
田
稔

事
務
所
☎
（２６）
０
０
２
６

「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す

か
月
間
」
無
料
相
談
会

　

栃
木
県
司
法
書
士
会
で
は
、
２

月
を「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す

か
月
間
」
と
定
め
、
無
料
相
談
会

を
実
施
し
ま
す
。

▼
期
間
＝
２
月
２
日
（月）
〜
27
日
（金）

ま
で

▼
会
場
＝
各
司
法
書
士
事
務
所

▼
内
容
＝
相
続
に
関
す
る
事
項

■
申
込
＝
事
前
に
、
各
司
法
書
士

事
務
所
へ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

刃
物
と
ぎ

　

料
金
な
ど
は
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
大
橋
シ
ル
バ
ー

ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
、
田
沼
・
葛
生
の

連
絡
所
で
も
随
時
開
催
中
で
す
。

▼
日
時
＝
３
月
11
日
（水）
午
前
９
時

〜
午
後
４
時　

▼
会
場
＝
同
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ　

■
問
合
せ
＝
同
セ
ン
タ
ー
☎
（２３）
７

７
６
５
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国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

有
利
な「
前
納
」で

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
６
カ
月

分
・
１
年
分
・
２
年
分
な
ど
を
前

納
す
る
と
割
引
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
の
前
納
取
り
扱
い

は
、
現
金
納
付
・
口
座
振
替
と
も

に
４
月
30
日
（木）
が
納
付
期
限
・
引

き
落
し
日
で
す
。

　

な
お
、
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
各
金
融
機
関
、
栃
木

年
金
事
務
所
、
市
役
所
各
総
合
窓

口
課
に
あ
る「
口
座
振
替
申
出
書
」

に
記
入
・
押
印
（
金
融
機
関
の
届

出
印
）し
、
金
融
機
関
ま
た
は
栃

木
年
金
事
務
所
へ
提
出（
郵
送
可
）

し
て
く
だ
さ
い（
２
月
末
日
必
着
）。

●
前
納
し
た
場
合
の
割
引
額（
例
）

　

現
金
で
１
年
分
を
前
納
す
る
と

３
２
５
０
円
、
口
座
振
替
で
は
1

年
分
前
納
で
３
８
４
０
円
、
２
年

分
前
納
で
１
４
８
０
０
円
の
割
り

引
き
に
な
り
ま
す

※
割
引
額
は
平
成
26
年
度
の
割
引

額
で
す
。
平
成
27
年
度
の
金
額
は

保
険
料
と
と
も
に
2
月
下
旬
に
告

示
さ
れ
る
予
定
で
す

■
問
合
せ
＝
栃
木
年
金
事
務
所
☎

０
２
８
２
（２２）
６
０
７
４

パ
レ
ッ
ト
プ
ラ
ザ
さ
の
講
座

　

男
女
共
同
参
画
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

さ
の
の
主
催
で
開
催
し
ま
す
。

　

申
込
は
、
人
権
・
男
女
共
同
参

画
課
☎
（２７）
２
３
５
４
へ

●
父
と
子
の
米
粉
料
理
教
室　

　

米
粉
を
使
っ
た
ピ
ザ
や
シ

チ
ュ
ー
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
！

▼
日
時
＝
２
月
21
日
（土）
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
０
時
30
分

▼
会
場
＝
城
北
地
区
公
民
館

▼
対
象
＝
お
父
さ
ん
と
お
子
さ
ん

（
小
学
生
以
上
）

▼
講
師
＝
渡
辺
明
男
さ
ん
（
㈱
波

里
）
▼
定
員
＝
先
着
12
組

▼
費
用
＝
お
ひ
と
り
200
円
（
材
料

費
）

▼
持
ち
物
＝
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

▼
申
込
期
限
＝
２
月
17
日
（火）

●
国
際
的
な
視
野
に
立
っ
た
男
女

共
同
参
画
を
学
ぶ
「
米
国
ラ
ン
カ

ス
タ
ー
市
を
訪
問
し
て
」

▼
日
時
＝
２
月
25
日
（水）
午
後
２
時

〜
３
時
30
分

▼
会
場
＝
男
女
共
同
参
画
推
進
セ

ン
タ
ー（
パ
レ
ッ
ト
プ
ラ
ザ
さ
の
）

▼
講
師
＝
寺
岡
篤
さ
ん
（
佐
野
市

国
際
交
流
協
会
会
長
）、男
女
共
同

参
画
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
さ
の
会
員

▼
定
員
＝
先
着
50
人（
無
料
）

●
青
年
海
外
協
力
隊
員
に
聴
く

「
ネ
パ
ー
ル
の
人
々
の
暮
ら
し
と

男
女
共
同
参
画
」

▼
日
時
＝
３
月
14
日
（土）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時

▼
会
場
＝
男
女
共
同
参
画
推
進
セ

ン
タ
ー（
パ
レ
ッ
ト
プ
ラ
ザ
さ
の
）

▼
講
師
＝
栁
田
文
さ
ん

▼
定
員
＝
先
着
50
人（
無
料
）

人
権
・
男
女
共
同
参
画
課
の

講
座

　

女
性
を
対
象
と
し
て
、
男
女
共

同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
（
パ
レ
ッ

ト
プ
ラ
ザ
さ
の
）で
開
催
し
ま
す
。

　

申
込
は
、
人
権
・
男
女
共
同
参

画
課
☎
（２７）
２
３
５
４
へ

●
新
し
い
生
き
方
の
た
め
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
レ
ッ
ス
ン

▼
日
時
＝
２
月
16
日
〜
３
月
２
日

の
毎
週
月
曜
日（
全
３
回
）午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
講
師
＝
竹
内
久
美
子
さ
ん

（
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

▼
定
員
＝
先
着
10
人

▼
費
用
＝
各
回
100
円

▼
申
込
期
限
＝
２
月
13
日
（金）

※
託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り
（
満
６
か

月
以
上
就
学
前
、
２
月
10
日
（火）
ま

で
に
要
申
込
）

●
メ
ノ
ポ
ー
ズ（
更
年
期
）ケ
ア
講
座

　

簡
単
に
で
き
る
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

と
心
身
の
不
調
を
改
善
す
る
た
め

の
お
話
で
す
。

▼
日
時
＝
３
月
４
日
（水）
午
前
10
時

30
分
〜
正
午

▼
講
師
＝
渡
部
ひ
と
み
さ
ん
（
メ

ノ
ポ
ー
ズ
ケ
ア
認
定
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
）

▼
定
員
＝
先
着
20
人
（
無
料
）

　
　ビ

デ
オ
カ
メ
ラ

撮
影
技
術
講
習
会

▼
日
時
・
内
容
＝

①
３
月
７
日
（土）
午
前
10
時
〜
午
後

４
時

【
午
前
】撮
影
方
法
の
基
礎
講
習
会

【
午
後
】人
丸
神
社（
小
中
町
）で
実

技
指
導　

 

※
昼
食
、撮
影
会
場
へ
の
移
動
は
、

各
自
で
お
願
い
し
ま
す

②
３
月
８
日
（日）
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
「
１
日
目
に
撮
影
し
た
画
像

の
上
映
と
講
評
」

▼
会
場
＝
佐
野
市
立
図
書
館　

▼
講
師
＝
佐
野
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ

▼
定
員
＝
先
着
20
人（
無
料
）

▼
持
ち
物
＝
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ

■
申
込
＝
２
月
７
日
（土）
以
降
、
同

館
☎
（２２）
１
８
３
３

文
学
入
門
講
座

　

田
沼
図
書
館
を
会
場
に
、
各
講

座
先
着
30
人（
無
料
）で
開
催
し
ま

す
。

　

申
込
は
、
２
月
１
日
（日）
以
降
、

同
館
☎
（６１）
１
１
３
６
へ

●
「
宮
沢
賢
治
」

▼
日
時
＝
２
月
21
日
（土）
午
後
２
時

〜
４
時

▼
講
師
＝
大
山
尚
さ
ん
（
國
學
院

大
學
栃
木
短
期
大
学
准
教
授
）

●
「
お
く
の
ほ
そ
道
」

▼
日
時
＝
３
月
７
日
（土）
午
後
２
時

〜
４
時

▼
講
師
＝
塚
越
義
幸
さ
ん
（
國
學

院
大
學
栃
木
短
期
大
学
教
授
）

●
「
万
葉
集
」

▼
日
時
＝
３
月
14
日
（土）
午
後
２
時

〜
４
時

▼
講
師
＝
伊
藤
高
雄
さ
ん
（
國
學

院
大
學
栃
木
短
期
大
学
講
師
）

講

座

今
月
の
納
税

　

２
月
は
国
民
健
康
保
険
税
第

８
期
の
納
期
で
す

　

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ　

収
納
課
☎
（２０）
３
０

１
０
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楽
習
講
師
企
画
講
座

　

申
込
は
、
生
涯
学
習
課
☎
（６１）
１

１
７
４
へ

●
巻
き
巻
き
ク
ラ
ブ

　

伝
統
の
飾
り
巻
き
に
季
節
の
絵

柄
を
取
り
入
れ
て
作
る
こ
と
食
べ

る
こ
と
の
楽
し
さ
を
味
わ
い
ま

し
ょ
う
。
親
子
で
参
加
の
方
は
申

込
時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
２
月
11
日（
祝
・
水
）午
前

10
時
30
分
〜
午
後
２
時
（
試
食
あ

り
）
▼
会
場
＝
城
北
地
区
公
民
館

▼
講
師
＝
永
島
和
美
さ
ん
（
調
理

師
）
▼
定
員
＝
先
着
12
人

▼
費
用
＝
２
５
０
０
円（
材
料
費
）

▼
持
ち
物
＝
エ
プ
ロ
ン
、保
冷
剤
、

ラ
ッ
プ
、
タ
ッ
パ
ー
（
巻
き
寿
司

を
入
れ
る
容
器
）

●
筆
を
使
わ
ず
書
く
墨
文
字
と
指

で
描
く
パ
ス
テ
ル
の
体
験

　

書
道
の
経
験
が
な
い
方
や
、
絵

の
苦
手
な
方
で
も
簡
単
に
イ
ン
テ

リ
ア
性
の
高
い
ア
ー
ト
が
描
け
ま

す
。
▼
日
時
＝
２
月
19
日
（木）
午
前

10
時
30
分
〜
正
午　

▼
会
場
＝
城
北
地
区
公
民
館

▼
講
師
＝
柏
倉
美
香
さ
ん

▼
定
員
＝
先
着
８
人

▼
費
用
＝
千
円（
教
材
費
）

●
リ
フ
ト
ア
ッ
プ
や
美
肌
に
！
セ

ル
フ
耳
つ
ぼ
ジ
ュ
エ
リ
ー

　

ピ
ア
ス
に
似
た
シ
ー
ル
を
貼
る

だ
け
で
リ
フ
ト
ア
ッ
プ
や
美
肌
、

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
が
可
能
に
！

▼
日
時
＝
２
月
23
日
（月）
午
前
11
時

〜
正
午　

▼
会
場
＝
佐
野
駅
前
交

流
プ
ラ
ザ「
ぱ
る
ぽ
ー
と
」

▼
講
師
＝
柏
倉
美
香
さ
ん
（
耳
つ

ぼ
ジ
ュ
エ
リ
ー
認
定
講
師
）　

▼
定
員
＝
先
着
10
人

▼
費
用
＝
千
円（
教
材
費
）

▼
持
ち
物
＝
鏡
、
髪
留
め
、
ピ
ン

セ
ッ
ト

●
こ
ど
も
の
絵
画

▼
日
時
＝
３
月
１
・
15
・
29
日
、

４
月
12
・
26
日
の
各
日
曜
日
（
全

5
回
）
午
後
３
時
〜
４
時
30
分

▼
会
場
＝
城
北
地
区
公
民
館

▼
講
師
＝
船
田
昌
宏
さ
ん

▼
定
員
＝
先
着
15
人　

▼
費
用
＝
２
千
円（
材
料
費
）

▼
持
ち
物
＝
画
材
（
使
い
た
い
も

の
、
家
に
あ
る
も
の
で
可
）

ク
リ
ー
ン
推
進
課
の
エ
コ
講
座

　

申
込
は
、
ク
リ
ー
ン
推
進
課
☎

（２３）
８
１
５
３
へ

●
古
傘
の
布
地
を
再
利
用
す
る
マ

イ
バ
ッ
グ
作
り
講
習
会　

　

骨
が
折
れ
た
雨
傘
・
日
傘
で
、

す
て
き
な
デ
ザ
イ
ン
の
も
の
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
３
月
10
日
（火）
午
後
１
時

30
分
〜
４
時

▼
会
場
＝
佐
野
市
中
央
公
民
館

▼
講
師
＝
佐
野
市
消
費
者
友
の
会

の
皆
さ
ん

▼
定
員
＝
先
着
20
人（
無
料
）　

▼
持
ち
物
＝
ま
ち
針
、
裁
ち
ば
さ

み
、
30
㎝
以
上
の
定
規
、
持
ち
運

び
可
能
な
ミ
シ
ン（
お
持
ち
の
方
）

●
布
ぞ
う
り
づ
く
り
講
習
会　

　

着
古
し
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
パ
ジ
ャ

マ
な
ど
を
使
っ
て
布
ぞ
う
り
を
つ

く
り
ま
す
。

▼
日
時
＝
２
月
26
日
（木）
午
前
９
時

30
分
〜
正
午　

▼
会
場
＝
み
か
も

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー　

▼
講
師
＝
佐
野
環
境
グ
ル
ー
プ
の

皆
さ
ん　

▼
定
員
＝
先
着
16
人

（
無
料
）　

▼
持
ち
物
＝
か
ぎ
棒
、

は
さ
み
、
針
、
糸
、
洗
濯
ば
さ
み

国
際
交
流
協
会
の
語
学
講
座

　

犬
伏
地
区
公
民
館
で
開
催
し
ま

す
。
申
込
は
、
国
際
交
流
協
会
☎

（２４）
４
４
４
７
へ

●
フ
ラ
ン
ス
語
入
門
・
初
級
講
座

▼
日
時
＝
２
月
27
日
〜
４
月
17
日

の
毎
週
金
曜
日（
全
８
回
）午
後
７

時
〜
８
時
30
分

▼
定
員
＝
先
着
20
人

▼
費
用
＝
２
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代

別
）
▼
申
込
期
限
＝
２
月
20
日
（金）

●
初
・
中
級
中
国
語
会
話
講
座

▼
日
時
＝
３
月
５
日
〜
４
月
23
日

の
毎
週
木
曜
日（
全
８
回
）午
後
７

時
〜
８
時
30
分

▼
定
員
＝
先
着
20
人

▼
費
用
＝
２
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代

別
）
▼
申
込
期
限
＝
２
月
26
日
（木）

葛
生
地
区
公
民
館
・
市
民
教

養
講
座
「
か
ぼ
ち
ゃ
ま
ん

じ
ゅ
う
作
り
」

　

見
て
キ
レ
イ
・
食
べ
て
美
味

し
い「
か
ぼ
ち
ゃ
ま
ん
じ
ゅ
う
」で

す
。
余
っ
た
か
ぼ
ち
ゃ
を
使
い
切

る
、
エ
コ
な
ア
イ
デ
ア
レ
シ
ピ
も

一
緒
に
ど
う
ぞ
！

▼
日
時
＝
２
月
25
日
（水）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分　

▼
会
場
＝
同
館

▼
講
師
＝
田
澤
テ
ル
子
さ
ん

▼
定
員
＝
先
着
20
人

▼
費
用
＝
500
円（
材
料
費
）

▼
持
ち
物
＝
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・

持
ち
帰
り
用
パ
ッ
ク

■
申
込
＝
同
館
☎
（８６）
３
４
１
４

楽
し
い
く
ら
し
の
講
座

「
手
作
り
カ
ル
ビ
焼
肉
の
た

れ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

▼
日
時
＝
２
月
25
日
（水）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

▼
会
場
＝
田
沼
中
央
公
民
館　

▼
講
師
＝
佐
野
市
消
費
者
友
の
会

の
皆
さ
ん　

▼
定
員
＝
先
着
35
人

▼
費
用
＝
500
円

▼
持
ち
物
＝
1.5
ℓ
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
（
洗
浄
し
乾
燥
さ
せ
た
も
の
）、

エ
プ
ロ
ン
、
頭
お
お
い
、
マ
ス
ク

■
申
込
＝
交
通
生
活
課
☎
（６１）
１

１
５
９

運
動
公
園
ス
ポ
ー
ツ
教
室

▼
会
場
＝
同
公
園

　

申
込
は
、
運
動
公
園
管
理
事
務

所
☎
（２５）
０
４
０
３
へ

●
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

教
室

▼
日
時
＝
２
月
の
毎
週
金
曜
日

（
全
４
回
）午
後
２
時
〜
３
時

▼
定
員
＝
先
着
７
人

▼
費
用
＝
４
３
２
０
円
（
ポ
ー
ル

レ
ン
タ
ル
代
を
含
む
）

●
ミ
ズ
ノ
Ｓ
Ｓ
サ
ッ
カ
ー
短
期
ス

ク
ー
ル

▼
日
時
＝
２
・
３
月
の
水
曜
日（
全

８
回
）

（
幼
児
）午
後
４
時
〜
４
時
50
分
、

（
小
学
生
）午
後
５
時
〜
６
時

▼
定
員
＝
各
ク
ラ
ス
先
着
20
人　

▼
費
用
＝
６
４
８
０
円

▼
持
ち
物
＝
上
履
き
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　現在開催中の企画展では、葛生地域の化石で大変

珍しい化石も展示しています。

　ユーコノスピラもその一

つです。この化石は古生代

ペルム紀の直径１１cmほど

の大きな巻貝化石です。表

面の色をよく見ると、色の

濃い部分と薄い部分が繰り返し縞模様になっている

のがわかります。これは、生きていた当時の模様が

残っているもので大変珍しい化石です。

▼会期＝３月８日(日）まで

▼開館＝午前９時～午後５時　 ▼入館料＝無料　

▼休館日＝毎週月曜日、２月１２日（木）

　一般の方から募集した雛人形を中心に展示、紹介

しています。女の子の健やかな成長を願い飾られて

きた雛人形は、両親の子どもへの愛情が感じられる

ものばかりです。昔のお雛様から最近のお雛様まで、

愛らしいお雛様を見に来てみませんか。

▼会期＝２月７日(土)～４月８日(水)

▼開館＝午前９時～午後５時

▼入館料＝無料

▼休館日＝毎週月曜日、２月１２日（木）

▼会期＝３月１５日（日）まで

▼開館＝午前９時～午後５時　

▼入館料＝無料

▼休館日＝会期中は休まず開館

「雛人形展」

■吉澤記念美術館☎（８６）２００８

収蔵資料展「くらしのうつりか

わり～古い道具と昔のくらし」

▼会期＝２月１１日（祝・水）まで

▼開館＝午前９時～午後５時　

▼入館料＝無料

▼休館日＝毎週月曜日

【次回企画展の予告】

唐沢山城跡国指定史跡化記
念・第６２回企画展
「上杉謙信がやってきた」　

▼会期＝２月２１日（土）～

　　　　６月１４日（日）

※詳細は本紙７ページをご覧くだ

　さい

■葛生伝承館☎（８４）３３１１

花華〈はなはな〉コレクション

２０１５ 早春篇
■郷土博物館☎（２２）５１１１

レイクサイド佐野情報
　２月から６月末日までの予約受付を開始します。無料送

迎バスも運行していますので、詳しくは電話でお問い合

わせください。

▼休館日＝３月１６日（月）～１８日（水）、４月２０日（月）～

２２日（水）、５月１１日（月）～１２日（火）、６月１日（月）～２

日（火）　※２月は無休。変更になる場合あり

▼受付＝平日午前８時３０分～午後５時１５分

■申込・問合せ＝レイクサイド佐野☎（６１）１１２６

▼無料送迎バス出発日 ★お楽しみバス運行日

２月 冬期バス １日（日）～２８日（土）

３月
冬期バス １日（日）～１４日（土）
１泊用 ３０日（月）

４月
１泊用 １１日（土）、２４日（金）
２泊用 ２日（木）、１５日（水）★

５月
１泊用 ８日（金）、２４日（日）
２泊用 １８日（月）、２８日（木）★

６月
１泊用 １０日（水）、１６日（火）、２５日（木）
２泊用 ５日（金）★、２１日（日）

「茶陶への挑戦 

田村耕一茶碗展」開催中

　「花・春」をテーマに絵画・工芸

作品をご紹介しています。

▼会期＝２月１８日（水）まで

▼開館＝午前９時３０分～午後５

時　 ▼入館料＝一般５１０円ほか

▼休館日＝毎週月曜日、２月１２

日（木）、２月１９日（木）～２７日

（金）まで展示替え休館

昨年の様子

宮之原謙
《彩盛上紅椿香炉》
当館蔵

ユーコノスピラ

■人間国宝田村耕一陶芸館

　☎（２２）０３１１

（まちなか活性化ビル「佐野未来館」）

施設情報　レイクサイド佐野、市立博物館・美術館からのお知らせ

■葛生化石館

☎（８６）３３３２

黒釉茶碗 草花文茶入
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ぴよぴよルームくずう・たぬま

くずう☎（８５）３４５６　たぬま☎（６２）７０４１

（くずう保育園、たぬま保育園内）

▼利用時間＝月～金曜日　午前１０時～午後４時

　※お弁当を持ってくると１日遊べます

★講座のご案内　午前１０時３０分から

▼日時・会場・内容＝

２月２日（月）・くずう・「看護師の話」

２月１９日（木）・たぬま・「保健師の話」

※他にも節分・誕生会・ひなまつりなどがあります

地域子育て支援センター情報地域子育て支援センター情報

次の施設でも、地域子育て支援センターを開設しています。

☆風の子保育園☎（２４）２２３５　☆大栗保育園☎（２０）５２５５　☆認定こども園あかみ幼稚園☎（２５）３６０８

子育て教室　
　乳幼児のいる子育て中の親子が気軽に集い、相

互交流や子育ての不安・悩みを相談できる場所で

す。

▼内容＝楽しい親子の遊び（手遊びや歌）、

　　　　ひなまつり会、工作など

※お子さんを遊ばせながら、子育てのお手伝いを

　します

▼日程＝南児童館：毎週月曜日、東児童館：毎週

木曜日、西児童館：毎週火曜日（０～１歳向け）・

毎週金曜日（１～３歳向け）、田沼児童館：毎週月

曜日　※各館とも午前１０時３０分から

☆詳しい内容は直接各館へお問い合わせください

児童館情報（２月分）
　こどもの国・総合こどもセンターで、就学前児
童と小学生を対象に行います。参加費は無料、た

だし市外の大人の方は入館料２００円が必要です。

　参加を希望される方は、当日の時間前までに、

直接会場にお越しください。

紙芝居読みきかせ教室
　家庭教育支援チームの皆さんの支援による子ど

もたちへいろいろな紙芝居の紹介と、楽しい読み

きかせ会をおこないます。

▼日時＝２月８日（日）午後２時～３時

楽しいひな祭り遊び教室
　家庭教育オピニオンリーダーの方々と、可愛い

おひな様づくりなどをして楽しく遊びましょう！

▼日時＝３月１日（日）午後１時３０分～３時

こどもの国情報

▼休館日＝毎月第 3土曜日と翌日の日曜日、国民

の祝日　■問合せ＝南児童館☎（２３）２５２５、

東児童館☎（２１）１６６８、西児童館☎（２５）

２４５２、田沼児童館☎（６２）０８７８

▼休館日＝毎週月曜日、第２木曜日（祝日の場合

はその翌日）

■問合せ＝こどもの国☎（２１）１５１５

教室名など 対象者・対象児など 期日 受付時間など 会場

ママパパ（ファミ

リー）学級

※要予約

初めて妊娠された方とその家族

（１コース目）妊娠中期以降の方

（２コース目）妊娠後期の方

３月９日（月）
午前９時～９時１０分

※１１時４５分まで
佐野市保健センター

２月２８日（土）

赤ちゃん

ふれあいルーム
１歳までのお子さんと保護者

２月１６日（月）午前１０時～１０時

３０分

佐野市保健センター

２月１８日（水） 田沼保健センター

■申込・問合せ　健康増進課☎（２４）５７７０

健康増進課の子育て教室
★２月４日（水）～３月９日（月）の予定

☆詳しくは、市ホームページ、または直接お問い合わせください

地域子育て支援まちなかプラザ「ゆめぽけっと」

（佐野駅前交流プラザ「ぱるぽーと」２階）☎（２７）０２２４

▼利用時間＝午前９時～午後５時

　※飲食自由、一時預かり保育も受け付けています

○講習会　２月９日（月）午前１０時３０分～ 

 「オカリナを聞こう」講師：みえこ＆れいこの皆さん

○親子教室「おひな様を作りましょう」

　２月２５日（水）午前１０時３０分～ 

○誕生会：２月１８日（水）午前１０時３０分～

○看護師の相談日：２月２０日（金）午前１０時～正午
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各種相談ガイド  　２月４日（水）～３月９日（月）
※【予】と記載のある相談は、予約が必要です

相談名 日時 会場 問い合わせ先

育児相談

２月４日（水）午前９時～１１時 佐野市保健センター

健康増進課
☎（２４）５７７０

２月２３日（月）午前９時３０分～１１時 田沼保健センター

【予】こころの健康相談 ２月１６日（月）午後１時３０分～心理士 佐野市保健センター

【予】精神保健福祉相談 ２月２０日（金）午後１時３０分～
安足健康福祉センター
（足利市真砂町１- １）

安足健康福祉センター
☎０２８４（４１）５８９５

消費生活相談

月～金曜日午前９時～午後４時
※多重債務の相談なども受付中

消費生活センター 
（田沼庁舎本館１階）

消費生活センター
☎（６１）１１６１

２月２５日（水）午前９時３０分～１１時３０分
男女共同参画推進センター
（パレットプラザさの）

人権・男女共同参画課　
☎（２７）２３５４

平常相談 月～金曜日午前８時３０分～午後５時
交通生活課 
（田沼庁舎本館１階）

交通生活課
☎（６１）１１５９

【予】弁護士無料法律相談

２月１０日（火）午後１時３０分～３時３０分
※予約受付は２月２日（月）午前９時～

万葉の里城山記念館

２月１７日（火）午後１時３０分～３時３０分
※予約受付は２月２日（月）午前９時～

田沼中央公民館

合同（困りごと）相談 
※交通事故・消費生活・　 

　女性家庭・行政相談・

　宅地建物相談

２月１３日（金）午後１時３０分～４時 総合福祉センター

教育相談 月～金曜日午前８時３０分～午後５時
教育センター 
（田沼中央公民館１階）

教育センター
☎（６２）１１３１

青少年の悩みごと相談 月～金曜日午前８時３０分～午後５時
少年指導センター 
（田沼庁舎本館２階） 少年指導センター

☎（６１）１１７５
青少年に関する巡回相談 ２月１９日（木）午前１０時～午後３時

城北地区公民館
☎（２４）５７７２

児童福祉・女性相談・
母子父子家庭、寡婦の相談

月～金曜日午前８時３０分～午後５時
家庭児童相談室 
（東仮庁舎事務棟２階）

家庭児童相談室
☎（２０）３００２

【予】女性の再就職相談会
（託児サービスあり）

２月２０日（金）午前１０時～正午

男女共同参画推進センター
（パレットプラザさの）

人権・男女共同参画課
☎（２７）２３５４

【予】女性のためのカウン
セリング相談

２月５日（木）・１９日（木）、３月５日（木）
午前１０時～１１時５０分

女性相談
２月２６日（木）
午前９時３０分～午後４時

困りごと・人権相談
２月１９日（木）午後１時３０分～４時 
※受け付けは午後３時まで

外国人相談
（英語通訳あり）

２月２５日（水）午後２時～４時
国際交流協会（男女共同
参画推進センター内）

国際交流協会
☎（２４）４４４７
交通生活課
☎（６１）１１５９

隣保館定例相談 
（弁護士無料法律相談）

２月２４日（火）午後１時３０分～３時３０分
※受け付けは午後１時～２時です

隣保館
隣保館
☎（２２）７５１３★そのほか、隣保館では教育・福祉、健康、住宅・年金・納税、就労・人権など

　の相談をお受けします。日程などは、直接お問い合わせください

身体や知的に障がいのある
方の相談支援

月～金曜日午前８時３０分～午後５時３０分
障がい者相談支援セン
ターみどり

障がい者相談支援センター
みどり☎（２４）５７５９

精神に障がいのある方の相
談支援

月～金曜日午前９時～午後６時 相談支援事業所さの
相談支援事業所さの
☎（２１）６８１１
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　１月１３日、佐野市町会長新春祝賀会が、道の

駅どまんなかたぬまで行われました。

　主催者である町会長連合会からは、篠崎芳朋・

町会長連合会会長が「住民自治としてしっかりと

町会からの意見を行政側に伝え、共に佐野市のま

ちづくりに協力して行きたい」と挨拶され、その

後、各町会長が情報交換を行っていました。

　町会長の皆様には各町会で、佐野市と地元町会

を良くしていこうとご活躍いただいています。ぜ

ひ、町会活動にご参加ください。

　ジェイアールバス関東株式会社が運行する「マロニ

エ新宿号／東京号」に、さのまるが全面に描かれたバ

ス「さのまるザ・レインボー」号（愛称）が登場しま

した。

　1月１８日から運行を開始しており、同日行わ

れた出発式には、関係者のほか佐野ブランド大使・

ダイアモンド　ユカイさんや佐野ブランド姫・増

田麻美さんが駆けつけ、第１便の乗客の皆さんと

ともにバスの出発をお祝いしました。

佐野市新年祝賀会・
表彰式

　１月１２日、佐野市こどもの国で新春恒例とな

る ｢正月遊び大会｣ を開催されました。

　参加した子どもたちは、渡されたカードに従い、

各コーナーの正月遊びに挑戦しました。

　お手玉や独楽まわし、ベーゴマや、けん玉など

の各コーナーでは、ボランティアのスタッフが遊

び方を丁寧に教えながら、子どもたちと一緒に正

月遊びを楽しんでいました。

　正月遊びで楽しんだ後には、豚汁が振る舞われ

れ、家族みんなで ｢おいしい、おいしい｣ と舌鼓

を打ちました。

こどもの国「正月遊び大会」 佐野市町会長新春祝賀会
「ぜひ、町会活動にご参加ください」

　１月７日、文化会館で佐野市新年祝賀会・表彰

式を開催し、約１，０００人の市民の皆さんにお

越しいただきました。

　式では、岡部市長から挨拶が述べられ、干支の

｢未｣ にちなみ、｢未来｣ に向けて市政進展の決意

が話されました。

　式の最後には参加者全員による市歌斉唱と ｢万

歳三唱｣ が行われ、今年一年の門出を盛大に祝し

ました。　　※表彰式については６ページに掲載

さのまるラッピングバス
さのまるザ・レインボー号がはっしん
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　未年を迎えた 1月１日、御神楽町の宇都宮神社

では、恒例の初詣に近隣の住民で賑わいました。

　この神社の祭神は大巳貴名。道路沿いの崖に櫓

組みの基礎で建てられていて、内部の格天井には

「日露戦争の絵馬」が描かれています。

　当日朝８時から、役員の方をはじめ、ボランティ

アの方々により、暖かい豚汁や甘酒、そして子ど

もたちには綿あめが振る舞われました。

　今回で６回目となる行事です。以前は毎年地域

の一部の方が集まり、祝っていた神社の正月です

が、地域住民みんなで新春を祝おうと、現在の総

代さんから開始され、初詣が盛大に行われるよう

になりました。「おみくじ」による抽選会も好評

とか。毎年１００人以上の方々が参拝に訪れ、そ

れぞれの想いで詣でます。

　本年が市民の皆さんにとって良い年であります

ように。（市民記者　葛貫郁子）

佐野市成人式
　１月１１日、佐野・田沼・葛生の３カ所の会場で、成人式が行われ、

約１，２００人の新成人の門出をお祝いしました。

　新成人に対し、岡部市長からは「夢」の一字が贈られ「夢をもって、

夢を実現するため邁進してほしい」とのメッセージが贈られました。

　スーツや振り袖などで着飾った新成人たちは、友人たちとの久しぶ

りの再会に話の花を咲かせ、笑顔で写真を撮っていました。

　1月 4日、消防出初式が、まちなか活性化ビル

｢佐野未来館｣ 北側、県道桐生岩舟線の佐野駅前

交差点付近で開催されました。

　式では、幼年消防クラブや少年少女消防クラブ

が「火の用心」を呼び掛けて行進したほか、鳶職

組合による伝統的な梯子乗りが披露されました。

また、青藍泰斗高等学校吹奏楽部による演奏のも

と、消防団員や消防車両が行進しました。

　梯子乗りでの演技や、消防署職員のはしご車か

らの降下訓練では、沿道に詰めかけた皆さんから

大きな歓声が上がりました。

　乾燥して

火災が発生

しやすい時

期です。くれ

ぐれもご注

意ください。

消
防
出
初
式
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URLhttp://www.city.sano.lg.jp/　携帯端末 http://www.city.sano.lg.jp/mobile/

●出生　７４人　●死亡１４５人

●婚姻　５０組　●離婚　１９組

●転入１７９人　●転出２０３人

人口の動き（１２月分）

 ●人口    １２２，９６６人（－９５）　●世帯４９，７２２戸（ー４）

　　男　６０，１５３人（－４７）　　　　　（　）は前月比

　　女　６１，８１３人（－４８）

人口と世帯数（１月１日現在）

内田裕之・ともみさん（石塚町）山口寛正・かおりさん（大橋町）

平成２２年８月生

※住民基本台帳より（外国人住民を含む）

大島基嗣・千景さん（北茂呂町）

平成２３年１２月生悠
ゆ う た

太ちゃん 平成２６年２月生

森田圭介・加奈枝さん（奈良渕町）

平成２５年６月生乃
の あ

彩ちゃん

　

　さのまるは、元日からの三が日をさのまるの家で、市内外からの多く

のお客さんをお正月らしく羽織袴姿でお出迎えしました。

　書初めでは「へんしん。さのまる」とさらなる飛躍の年となるよう決

意を新たにしました。

　今年も引き続き、たくさんの方にさのまると佐野市を知っていただけ

るようがんばっていきますので、市民の皆さんの応援をよろしくお願い

します。

　また、２月２１日（土）には運動公園市民体育館で、さのまるのお誕生

日イベントを開催します。詳細は、広報さの２月号と同時にお配りする

班回覧のチラシをご覧ください。皆さんのご来場をお待ちしています。

【さのまるの家休業】２月２日（月）、３月２日（月）　

■

問合せ＝都市ブランド推進室☎（２７）３０１２

さのまるのお正月

QRコードからも
ご覧いただけます

佐野

・体験入居可能です
・短期間での利用可能です
・空室状況についてはご連絡ください

佐野市堀米町820－5
（清澄高校すぐそば）
佐野市堀米町820－5
（清澄高校すぐそば）0120-653-214

空室状況・資料送付依頼
さまざまなイベント情報まで満載！
スタッフのブログもあります
是非ホームページをご覧ください！！

入居に関する相談・見学随時対応
お気軽にご連絡ください
入居に関する相談・見学随時対応
お気軽にご連絡ください

あなたの
 「自由で わがままな暮らし」
　　　　　　　　をサポートさせて下さい

あなたの
 「自由で わがままな暮らし」
　　　　　　　　をサポートさせて下さい

結
ゆ い

愛ちゃん

理
り ほ

帆ちゃん 平成２４年６月生

煌
こうせい

生ちゃん

望
のぞみ

未ちゃん


